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院
政
時
代
に
お
け
る
院
領
荘
園
支
配
機
構
と
そ
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聰
棋
道
雄
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
は
じ
め
に
　
院
政
の
研
究
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
そ
の
院
政
政
権
の
機
能
・
権
限
を
考
察
す
る
場
合
、
院
庁
内
部
の
政
務
執
行
機
関
に
関
す
る
問
題
や
鎌
倉
政
権
と
の
関
連
で
院
政
と
武
士
と
に
関
す
る
問
題
等
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
は
主
に
そ
れ
ら
の
点
に
研
究
が
集
中
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
前
提
と
し
て
も
、
ま
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ひ
と
つ
の
重
大
な
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
院
政
の
存
続
基
盤
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
院
が
そ
の
権
力
を
如
何
に
保
持
し
得
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
問
題
解
決
に
際
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
十
一
世
紀
後
半
期
に
院
政
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
院
領
荘
園
が
増
大
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
が
、
従
来
は
そ
の
増
大
し
た
院
領
荘
園
が
如
何
に
運
営
さ
れ
、
そ
れ
が
如
何
に
院
権
力
の
保
持
に
関
わ
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
著
し
く
軽
視
さ
れ
、
そ
れ
を
独
自
に
追
求
し
よ
う
と
し
た
本
格
的
な
研
究
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
従
来
、
院
領
荘
園
運
営
に
お
け
る
院
の
立
場
は
い
わ
ゆ
る
本
家
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
る
あ
ま
り
、
院
領
荘
園
運
営
に
お
け
る
本
家
以
外
の
所
職
と
院
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
そ
の
点
を
特
に
意
識
し
た
上
で
、
院
政
時
代
す
な
わ
ち
特
に
白
河
・
鳥
羽
・
後
白
河
の
三
代
院
政
及
び
後
鳥
羽
院
政
の
時
代
に
お
け
る
院
領
荘
園
支
配
機
構
の
分
析
を
行
い
、
院
の
権
力
保
持
の
一
側
面
を
僅
か
で
も
解
明
し
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
院
領
荘
園
そ
の
も
の
の
概
念
を
私
な
り
に
一
応
規
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
1
二
　
院
領
荘
園
の
概
念
規
定
　
い
わ
ゆ
る
院
領
荘
園
そ
の
も
の
を
指
し
て
、
論
者
に
よ
っ
て
は
皇
室
領
荘
園
と
呼
称
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
厳
密
に
は
こ
の
両
者
の
用
語
の
間
に
は
若
干
の
意
味
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、
当
時
代
に
お
い
て
は
混
同
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
皇
室
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
天
皇
及
び
皇
族
の
総
称
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
範
曝
に
天
皇
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
し
て
、
当
時
代
の
天
皇
に
関
し
て
は
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
地
位
が
公
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
異
論
は
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
代
に
お
い
て
も
天
皇
が
律
令
本
来
の
規
定
と
同
様
に
国
家
的
な
公
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
的
な
荘
園
所
有
（
あ
る
い
は
領
有
）
な
ど
と
い
う
こ
と
は
全
く
あ
り
得
な
い
し
、
後
白
河
親
政
期
や
後
鳥
羽
親
政
期
に
お
い
て
も
、
後
院
司
に
よ
る
後
院
領
荘
園
の
運
営
と
い
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
種
の
私
的
な
権
門
的
性
格
を
有
し
た
皇
族
が
所
有
（
あ
る
い
は
領
有
）
す
る
荘
園
群
の
総
体
と
い
う
意
味
合
い
で
皇
室
領
荘
園
の
用
語
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
当
時
代
に
お
い
て
は
院
が
そ
れ
ら
皇
族
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
院
領
荘
園
の
用
語
を
使
用
す
る
方
が
適
当
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
院
領
荘
園
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
に
は
、
院
の
譲
位
前
に
お
い
て
は
後
院
領
で
あ
る
院
庁
領
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
が
、
第
二
に
は
御
願
寺
社
領
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
御
願
寺
社
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
ソ
は
、
広
義
の
御
願
寺
社
で
は
な
く
、
院
政
時
代
に
天
皇
あ
る
い
は
院
・
女
院
等
の
意
志
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
か
つ
そ
の
寺
社
領
の
設
定
に
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
は
院
が
介
入
し
た
も
の
を
さ
す
。
そ
れ
は
、
当
時
代
の
そ
れ
ら
の
御
願
寺
社
が
単
な
る
寺
社
に
止
ま
ら
ず
、
特
に
寺
院
の
場
合
、
御
堂
（
仏
殿
）
と
共
に
そ
こ
に
は
世
俗
的
な
御
所
が
付
随
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
院
あ
る
い
は
女
院
な
ど
の
特
に
出
家
後
の
居
所
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
は
女
院
領
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
の
女
院
と
は
い
わ
ば
皇
室
系
女
院
と
で
も
呼
称
す
べ
き
で
あ
り
、
概
ね
皇
族
出
身
者
と
上
・
中
級
貴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
る
　
族
層
出
身
者
の
女
院
で
あ
り
、
摂
関
家
出
身
の
女
院
は
一
般
的
に
該
当
し
な
い
。
な
ぜ
な
ち
ば
、
摂
関
家
出
身
の
女
院
の
所
有
す
る
荘
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
群
は
摂
関
家
か
ら
付
属
さ
れ
、
か
つ
そ
の
女
院
の
崩
御
後
は
摂
関
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
へ
返
還
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
に
は
親
王
・
内
親
王
な
ど
の
皇
族
領
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
皇
室
系
女
院
領
な
ど
と
同
様
に
院
か
ら
伝
領
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
設
定
時
に
お
い
て
院
あ
る
い
は
女
院
（
以
下
本
稿
で
は
皇
室
系
女
院
を
た
だ
女
院
と
記
す
）
が
介
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
期
の
後
は
必
ず
院
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
　
返
還
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
が
、
常
に
院
が
介
入
（
発
言
）
で
き
る
荘
園
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
外
に
、
美
福
門
院
の
場
　
　
　
　
　
　
　
　
お
レ
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
院
号
宣
下
を
受
け
る
以
前
に
院
よ
り
院
2
、
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
領
荘
園
の
譲
与
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
、
特
定
の
寵
姫
領
を
第
五
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
る
と
、
院
領
荘
園
に
お
け
る
院
の
有
す
る
権
限
と
は
、
皇
室
内
に
お
け
る
い
わ
ば
家
長
と
し
て
の
そ
れ
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
私
的
な
性
格
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
院
領
荘
園
の
設
定
・
運
営
と
は
、
公
的
な
性
格
を
有
す
る
天
皇
で
は
よ
く
な
し
得
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
後
白
河
院
の
崩
御
に
関
し
て
藤
原
兼
実
が
「
故
院
崩
御
之
後
、
御
願
寺
等
事
、
忽
可
：
陵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
遅
・
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
　
院
領
荘
園
支
配
の
基
本
的
機
構
　
院
政
時
代
に
設
定
さ
れ
た
荘
園
が
ほ
と
ん
ど
全
て
寄
進
型
式
に
よ
り
成
立
し
た
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
一
般
的
に
説
肋
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
寄
進
型
荘
園
の
支
配
構
造
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
一
般
に
図
式
1
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
扇
あ
る
い
は
永
原
慶
二
氏
は
、
図
式
H
の
よ
う
に
簡
略
化
し
て
説
明
し
て
お
ら
れ
菊
こ
れ
ら
は
共
に
院
領
言
衙
領
喪
関
家
領
・
各
公
家
領
・
中
央
及
び
地
方
の
各
寺
社
領
な
ど
の
区
別
や
時
代
的
差
異
や
変
遷
な
ど
を
捨
象
し
て
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
代
に
お
け
る
院
領
荘
園
の
支
配
機
構
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
た
独
自
な
図
式
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
そ
の
場
合
、
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
時
代
に
お
け
る
所
職
名
称
の
呼
称
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
肥
後
国
鹿
子
木
荘
は
、
荘
園
の
支
配
機
構
を
考
察
す
る
場
合
に
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
荘
園
で
あ
る
が
、
こ
の
荘
園
の
場
合
で
も
古
文
書
の
上
に
表
わ
れ
て
い
る
「
預
所
職
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
荘
に
関
す
る
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
十
二
月
二
十
七
日
付
中
原
親
貞
解
癒
凧
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
三
月
二
日
付
鹿
子
木
荘
文
書
目
録
獅
等
に
よ
れ
ば
、
「
預
所
職
」
と
は
正
確
に
は
「
地
頭
預
所
職
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
検
校
職
」
と
も
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
明
ら
か
に
「
領
家
」
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
当
荘
に
関
す
る
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
三
月
日
付
比
丘
尼
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
清
浄
解
に
み
え
る
「
預
所
職
」
は
、
明
ら
か
に
鹿
子
木
荘
事
書
の
第
六
条
に
み
え
る
嶺
家
職
L
と
同
義
語
で
あ
り
、
薫
嫁
」
の
有
す
る
職
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
鹿
子
木
荘
領
家
相
伝
次
第
な
ど
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
の
　
も
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寄
進
型
式
に
よ
り
生
じ
た
上
級
領
主
に
対
し
て
そ
の
寄
進
主
体
は
「
預
所
」
あ
る
い
は
「
預
所
職
」
と
称
す
る
の
で
あ
り
、
一
方
そ
の
際
の
上
級
領
主
は
「
領
家
」
あ
る
い
は
「
領
家
職
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
領
家
」
が
更
に
上
級
の
「
本
家
」
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
「
本
家
」
に
対
し
て
自
ら
を
「
預
所
」
あ
る
い
は
「
預
所
職
」
と
称
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ
た
「
本
家
」
自
体
も
、
自
ら
を
「
領
家
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
一
向
3
中
央
領
主
本
家
領
家
t
預
所
ー
下
司｛
現
地
領
主
（
寄
進
主
）
〔
図
式
　
H
〕
地頭・下司・公文・田所
（在地有力者）
（耕作奴隷）
〔
図
式
　
1
〕
4
〔
表
1
〕
　
成
立
期
院
領
荘
園
の
支
配
機
構
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
国
名
荘
　
園
　
名
院
　
領
　
本
　
家
院
　
領
　
預
　
所
院
　
領
　
下
　
司
主
　
要
　
関
　
係
　
史
　
料
　
出
　
典
1
山
城
拝
　
　
　
志
興
　
　
善
　
　
院
藤
　
原
　
顕
　
頼
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
五
一
八
号
嘉
元
四
年
昭
慶
門
院
御
領
目
録
2
山
城
久
　
世
（
園
）
成
　
　
勝
　
　
寺
藤
　
原
　
家
　
成
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
3
大
和
檜
　
　
　
牧
七
　
条
院
　
庁
〔
預
　
所
　
職
〕
長
　
　
　
　
厳
「
鎌
倉
遺
文
」
第
二
巻
一
〇
〇
八
号
4
大
和
藤
　
　
　
井
後
　
　
院
　
　
庁
〔
預
　
所
〕
平
　
　
康
　
　
忠
〔
下
　
司
〕
「
兵
範
記
」
保
元
二
年
三
月
二
十
九
日
条
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
九
二
五
号
「
黒
田
荘
史
料
」
三
〇
四
号
5
河
内
岸
　
和
　
田
新
　
日
　
吉
　
社
昌
　
　
　
　
　
雲
「
妙
法
院
史
料
」
第
五
巻
　
　
　
　
古
文
書
六
十
四
号
6
河
内
葛
　
　
　
原
新
　
日
　
吉
　
社
昌
　
　
　
　
　
雲
「
妙
法
院
史
料
」
第
五
巻
　
　
　
　
古
文
書
六
十
四
号
7
摂
津
難
　
　
　
波
成
　
　
勝
　
　
寺
教
　
　
　
　
　
智
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
8
摂
津
大
島
・
雀
部
後
　
　
院
　
　
庁
源
　
　
氏
　
　
女
「
兵
範
記
」
保
元
二
年
三
月
二
十
九
日
条
伏
見
宮
本
「
摂
津
国
大
島
雀
部
荘
文
書
案
」
5
、
9
伊
賀
新
　
　
　
居
興
　
　
善
　
　
院
藤
　
原
　
顕
　
頼
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
九
一
九
号
嘉
元
四
年
昭
慶
門
院
御
領
目
録
10
伊
賀
靹
　
　
　
田
六
　
　
条
　
　
院
（
万
　
寿
禅
　
寺
）
平
　
　
正
　
　
盛
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
一
八
二
六
号
11
近
江
香
　
　
　
（
園
）
尊
　
　
勝
　
　
寺
〔
御
　
園
　
司
〕
大
　
江
　
通
　
国
「
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
書
」
上
巻
　
　
　
　
　
三
五
三
・
三
六
一
号
12
近
江
吉
　
　
　
富
新
　
熊
　
野
　
社
藤
　
原
　
俊
　
成
〔
下
　
司
〕
　
　
　
　
　
　
鞠
「
平
安
遣
文
」
第
八
巻
四
〇
＝
二
号
「
明
月
記
」
正
治
二
年
十
月
十
五
日
条
同
　
右
　
嘉
禄
二
年
三
月
十
四
日
条
13
近
江
石
　
　
　
灰
興
　
　
善
　
　
院
藤
　
原
　
顕
　
頼
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
五
一
八
号
嘉
元
四
年
昭
慶
門
院
御
領
目
録
14
美
濃
船
　
　
　
木
法
　
　
勝
　
　
寺
寂
　
　
　
　
　
法
「
鎌
倉
遺
文
」
第
三
巻
一
四
四
〇
号
15
美
濃
弾
　
　
　
正
白
　
河
　
院
　
庁
源
　
　
能
　
　
俊
「
中
右
記
」
元
永
元
年
八
月
十
一
日
条
16
丹
波
吉
　
　
　
富
後
白
河
院
御
願
　
　
法
　
華
　
堂
藤
　
原
　
成
　
親
「
平
安
遺
文
」
第
九
巻
四
八
九
二
号
17
丹
波
多
　
　
　
紀
鳥
　
羽
　
院
　
庁
〔
預
　
所
〕
源
　
　
師
　
　
行
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
補
六
十
六
号
18
丹
波
福
　
貴
（
園
）
成
　
　
勝
　
　
寺
藤
　
原
　
顕
頼
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
6
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
19
丹
波
（
池
上
寺
）
胡
　
　
　
麻
成
　
　
勝
　
　
寺
寛
　
　
　
　
　
季
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
20
丹
後
吉
　
　
　
囲
〔
本
　
家
　
職
〕
八
　
条
　
院
　
庁
〔
預
　
所
職
〕
弁
　
　
　
　
　
局
平
　
　
辰
　
　
清
「
鎌
倉
遺
文
」
第
一
巻
一
八
五
号
「
荘
園
史
料
」
九
一
三
頁
21
丹
後
大
　
　
　
内
八
　
条
院
庁
弁
　
　
　
　
局
〔
地
　
頭
職
〕
平
　
　
辰
　
　
清
「
平
安
遺
文
」
第
八
巻
四
一
五
四
号
22
但
馬
浅
　
間
寺
成
　
　
勝
　
　
寺
増
　
　
　
　
仁
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
23
但
馬
温
　
　
　
泉
蓮
華
王
　
院
〔
領
　
　
　
家
〕
聖
　
　
　
　
顕
〔
地
頭
職
・
下
司
職
〕
平
　
　
季
　
　
広
「
平
安
遺
文
」
第
七
巻
三
三
五
二
号
同
　
　
右
　
第
八
巻
四
一
六
六
号
24
播
磨
矢
　
　
　
野
鳥
羽
　
院
　
庁
〔
預
所
（
職
）
〕
伯
　
　
書
　
　
局
〔
下
　
　
　
司
〕
惟
　
　
宗
　
　
某
驚
舷
」
墾
蕪
朋
「
荘
園
史
料
」
一
〇
二
六
頁
25
播
磨
田
　
　
　
原
鳥
　
羽
　
院
　
庁
〔
預
所
（
職
）
〕
源
　
　
師
　
　
行
行
　
　
　
　
覚
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
補
六
十
五
号
26
備
前
香
　
　
　
登
〔
領
　
　
　
家
〕
菩
提
　
心
　
院
藤
　
原
　
家
成
〔
下
司
（
職
）
〕
大
　
江
　
遠
　
重
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
六
三
一
号
同
　
　
右
　
第
七
巻
二
三
三
九
号
「
鎌
倉
遺
文
」
第
二
巻
六
八
七
号
27
紀
伊
相
　
　
　
賀
密
　
　
厳
　
　
院
覚
　
　
　
　
鑓
〔
下
司
（
職
）
〕
坂
　
上
豊
　
澄
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
二
二
九
一
号
同
　
　
右
　
第
十
巻
補
二
〇
五
号
28
紀
伊
荒
　
　
　
川
鳥
　
羽
　
院
　
庁
行
　
　
　
　
尊
「
平
安
遺
文
」
第
七
巻
三
二
三
五
号
7
29
紀
伊
山
　
　
　
崎
大
　
伝
　
法
　
院
覚
　
　
　
　
鍵
平
　
　
光
　
　
昌
慶
　
　
　
　
義
「
婁
遺
文
」
第
五
巻
三
醒
朋
30
紀
伊
弘
　
　
　
田
大
伝
　
法
院
覚
　
　
　
　
鍵
中
原
　
有
保
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
二
二
五
五
号
同
　
　
右
　
第
九
巻
四
六
九
五
号
31
紀
伊
石
　
　
　
手
大
伝
　
法
院
覚
　
　
　
　
鍵
〔
下
司
職
〕
平
　
　
為
　
　
里
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
｛
二
躯
朋
32
紀
伊
神
野
・
真
国
鳥
羽
院
　
庁
〔
預
所
・
領
家
〕
藤
　
原
　
成
　
通
長
　
　
依
　
　
友
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
四
九
一
号
33
紀
伊
岡
　
　
　
田
大
　
伝
　
法
　
院
覚
　
　
　
　
鍵
日
　
　
　
　
　
禅
萎
遺
文
L
第
五
巻
｛
二
病
鰐
34
紀
伊
山
　
　
　
東
大
　
伝
　
法
　
院
覚
　
　
　
　
　
鍵
平
　
　
光
　
　
昌
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
二
二
四
四
号
35
紀
伊
三
　
上
（
院
）
歓
喜
　
光
院
〔
地
頭
職
〕
湛
　
　
　
　
慶
秦
　
　
守
　
　
利
「
平
安
遺
文
」
笙
ハ
巻
｛
蕪
韓
36
紀
伊
栗
　
　
　
栖
粉
　
　
河
　
　
寺
〔
預
所
職
・
領
家
〕
藤
原
　
公
能
〔
下
　
司
職
〕
「
和
歌
山
県
史
」
中
世
史
科
一
所
収
　
御
池
坊
文
書
37
遠
江
質
侶
（
牧
）
円
　
　
勝
　
　
寺
〔
預
　
　
　
所
〕
藤
　
原
永
範
〔
下
　
　
　
司
〕
藤
　
　
原
　
　
某
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
二
一
二
九
号
同
　
　
右
　
第
九
巻
四
六
九
二
号
同
　
　
右
　
　
　
　
　
第
十
巻
四
九
八
一
号
38
信
濃
小
　
　
　
川
最
　
　
勝
　
　
寺
〔
預
　
〕
増
　
　
　
　
証
〔
下
　
　
　
司
〕
清
原
家
兼
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
五
五
八
号
8
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
39
信
濃
広
　
　
　
瀬
成
　
　
勝
　
　
寺
行
　
　
　
　
智
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
40
越
前
織
　
　
　
田
〔
本
　
家
　
職
〕
歓
　
喜
　
寿
　
院
高
階
　
宗
　
泰
「
妙
法
院
史
料
」
第
五
巻
　
　
古
文
書
五
十
四
・
六
十
四
号
41
越
前
河
　
和
　
田
法
　
金
　
剛
　
院
〔（
n
頭
）
預
所
職
〕
藤
　
原
　
周
　
子
〔
地
頭
（
下
司
）
〕
艀
安
遺
赦
」
建
筆
聴
同
　
　
右
　
第
十
巻
　
五
〇
八
八
号
42
出
雲
揖
　
屋
（
社
）
成
　
　
勝
　
　
寺
〔
領
　
　
　
家
〕
藤
　
原
　
資
　
憲
「
平
安
遺
文
」
第
七
巻
三
三
八
六
号
同
　
　
右
　
第
十
巻
五
〇
九
八
号
43
出
雲
飯
　
　
　
石
成
　
　
勝
　
　
寺
増
　
　
　
　
　
仁
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
44
備
中
新
　
　
　
見
最
　
勝
　
光
　
院
小
槻
隆
　
職
大
中
臣
孝
正
「
荘
園
史
料
」
一
六
三
四
頁
45
備
後
大
　
　
　
田
後
白
河
院
庁
〔
預
　
所
　
職
〕
平
　
　
重
　
　
衡
〔
下
　
　
　
司
〕
「
平
安
遺
文
」
第
七
巻
三
三
七
五
号
「
鎌
倉
遺
文
」
第
二
巻
一
〇
〇
一
号
46
阿
波
法
　
林
　
寺
成
　
　
勝
　
　
寺
増
　
　
　
　
　
仁
、
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
47
阿
波
名
西
河
北
鳥
　
羽
　
院
　
庁
〔
領
　
　
　
家
〕
藤
　
原
　
実
　
能
〔
預
　
所
（
職
）
〕
某
　
　
致
　
　
遠
「
鎌
倉
遺
文
」
第
五
巻
三
五
六
〇
号
48
相
摸
成
　
　
　
田
後
　
　
院
　
　
庁
昌
　
　
　
　
　
雲
「
妙
法
院
史
料
」
第
五
巻
　
　
　
　
　
　
古
文
書
六
十
四
号
49
相
摸
国
　
分
　
寺
成
　
　
勝
　
　
寺
増
　
　
　
　
仁
「
平
安
遺
文
」
第
十
巻
五
〇
九
八
号
9
50
上
総
橘
木
　
社
安
　
楽
　
寿
院
〔
預
　
　
　
所
〕
藤
　
原
　
通
　
憲
「
平
安
遺
文
」
第
七
巻
｛
三
謎
朋
51
上
野
新
　
　
　
田
金
　
剛
　
心
　
院
藤
　
原
　
忠
　
雅
〔
下
司
職
〕
源
　
　
義
　
　
重
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
八
七
五
号
「
九
条
家
文
書
」
一
四
五
四
号
52
安
芸
高
田
郡
七
ケ
郷
鳥
　
羽
　
院
　
庁
〔
預
　
所
　
職
〕
中
　
原
　
師
　
長
〔
下
　
司
（
職
）
〕
藤
　
原
　
成
　
高
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
二
四
一
〇
号
同
右
第
七
巻
｛
三
禁
駈
「
徴
古
雑
抄
」
所
収
厳
島
文
書
53
長
門
向
　
津
　
奥
新
　
日
　
吉
　
社
昌
　
　
　
　
　
雲
’
「
平
安
遺
文
」
第
七
巻
三
＝
二
八
号
54
筑
前
感
　
　
　
多
八
　
条
　
院
　
庁
〔
預
　
所
（
職
）
〕
藤
　
原
　
隆
　
忠
「
鎌
倉
遺
文
」
第
一
巻
三
八
九
号
同
　
　
右
　
第
三
巻
一
四
〇
四
号
55
筑
前
香
　
椎
　
宮
蓮
　
華
　
王
　
院
平
　
　
頼
　
　
盛
「
平
安
遺
文
」
第
八
巻
四
一
五
一
号
「
鎌
倉
遺
文
」
第
二
巻
九
＝
二
号
56
筑
後
瀬
　
　
　
高
円
　
　
勝
　
　
寺
藤
　
原
　
実
能
〔
下
　
　
　
司
〕
某
　
　
頼
　
　
家
「
平
安
遺
文
」
第
六
巻
二
七
七
四
号
「
鷹
尾
神
社
古
文
書
写
」
57
肥
前
河
　
　
　
副
最
　
　
勝
　
　
寺
「
大
僧
正
」
（
行
尊
）
「
長
秋
記
」
大
治
五
年
七
月
二
十
日
条
58
肥
前
松
　
　
　
浦
鳥
　
羽
　
院
　
庁
大
　
江
　
国
　
通
「
平
安
遺
文
」
第
八
巻
三
八
三
六
号
59
肥
後
山
　
　
　
鹿
白
　
河
　
院
　
庁
六
条
院
宣
旨
〔
下
　
司
　
職
〕
藤
　
原
　
能
　
輔
「
醍
醐
雑
事
記
」
巻
四
－
十
三
60
肥
後
人
　
　
　
吉
蓮
　
華
　
王
　
院
〔
預
　
　
　
所
〕
中
原
清
業
？
〔
下
　
　
　
司
〕
藤
　
原
　
友
永
「
鎌
倉
遺
文
」
第
二
巻
九
二
九
号
10
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
　
そ
こ
で
、
当
時
代
に
お
け
る
院
領
荘
園
の
中
で
、
本
家
（
領
家
）
．
預
所
（
領
家
）
と
、
そ
の
下
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
の
鹿
子
木
荘
で
は
「
地
頭
預
所
職
」
あ
る
い
は
「
検
校
職
」
と
称
さ
れ
た
、
一
般
に
は
下
司
職
と
称
さ
れ
る
三
者
の
関
係
の
判
明
す
る
場
合
を
、
表
1
と
し
て
掲
げ
て
み
る
。
な
お
、
こ
の
表
で
「
院
領
本
家
」
・
「
院
領
預
所
」
．
「
院
領
下
司
」
と
記
し
た
の
は
、
以
下
の
論
述
上
の
便
宜
を
考
、
兀
て
私
が
仮
称
し
た
も
の
で
あ
り
、
史
料
上
に
み
え
る
所
職
名
称
は
〔
　
〕
内
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
掲
げ
た
院
領
荘
園
は
原
則
的
に
院
領
荘
園
と
し
て
立
荘
さ
れ
た
時
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
時
期
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
の
表
の
2
6
・
3
2
・
3
6
な
ど
に
よ
る
と
、
当
時
の
所
職
名
称
に
つ
い
て
の
私
の
想
定
の
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
家
と
一
般
に
呼
称
さ
れ
る
も
の
が
領
家
と
呼
称
さ
れ
、
あ
る
い
は
同
一
実
体
の
所
職
に
対
し
て
「
預
所
（
職
）
」
と
い
い
「
領
家
」
と
も
呼
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
表
1
の
6
0
の
場
合
、
蓮
華
王
院
の
上
位
に
あ
る
八
条
院
が
領
家
と
呼
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
翰W
ﾌ
家
と
は
い
わ
ゆ
る
上
級
の
荘
園
領
主
を
漠
然
と
指
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
表
1
に
記
し
た
「
院
領
本
家
」
と
は
、
必
ず
し
も
院
領
荘
園
に
お
け
る
最
上
級
の
管
領
者
で
は
な
く
、
院
領
荘
園
か
ら
得
分
を
取
得
す
る
御
願
寺
社
及
び
院
庁
・
女
院
庁
等
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
院
領
荘
園
に
お
い
て
は
更
に
院
領
本
家
の
上
に
は
院
は
勿
論
で
あ
り
別
と
し
て
も
そ
の
院
の
下
に
女
院
や
仁
和
寺
宮
（
御
室
）
等
の
支
配
機
構
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
を
表
1
の
6
0
の
場
合
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
「
領
家
」
と
呼
称
し
た
場
合
も
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
鹿
子
木
荘
の
場
合
に
お
い
て
も
院
領
本
家
で
あ
る
勝
功
徳
院
の
上
に
は
治
承
四
年
（
一
一
入
○
）
三
月
日
付
比
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丘
尼
清
浄
解
や
鹿
子
荘
事
書
の
第
四
条
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
御
室
庁
」
　
（
仁
和
寺
宮
）
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
荘
が
勝
功
徳
院
領
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
単
に
当
院
が
仁
和
寺
の
子
院
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
代
の
特
に
真
言
宗
系
の
御
願
寺
の
場
合
に
は
ほ
ぼ
一
般
的
に
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
代
の
六
勝
寺
を
は
じ
め
と
す
る
御
願
寺
の
多
く
や
真
言
宗
系
寺
院
の
統
制
が
仁
和
寺
に
集
約
さ
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
い
た
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
当
時
代
に
お
け
る
院
領
荘
園
の
支
配
機
構
を
一
応
図
式
化
し
て
示
す
と
図
式
m
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
図
式
m
で
は
、
最
高
管
領
者
を
一
応
「
管
領
者
」
と
し
て
、
便
宜
的
に
記
し
て
お
く
。
四
　
　
「
本
所
」
概
念
批
判
前
節
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
次
に
い
わ
ゆ
る
「
本
所
」
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。
す
な
わ
ち
、
荘
園
の
運
営
形
態
を
考
え
る
上
11
管領者
（
畢
女院。仁和寺宮等
〔
図
式
　
皿
〕
院領本家
（ （保管 寄
護理 進
） ）
院領預所
（
管
（
理 寄
●
保 進
護 ）
）
1荘
官F
（
管
理
・
保
護
）
（
年
貢
・
公
事
・
夫
役
等
納
入
）
院領下司
公文以下の荘官
荘　　民
名主・作人
下人・所従
ユ2
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
「
本
所
」
概
念
と
は
、
院
領
荘
園
検
討
の
場
合
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
と
も
か
く
そ
の
「
本
所
」
概
念
に
つ
い
て
の
先
学
の
諸
説
を
ご
く
簡
単
に
整
理
し
て
み
る
。
　
ま
ず
、
和
田
英
松
氏
は
、
そ
れ
ま
で
曖
昧
に
叙
述
さ
れ
て
い
た
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
語
で
あ
る
本
所
を
本
家
と
同
一
と
さ
れ
、
ま
た
西
岡
虎
之
助
氏
も
そ
の
説
を
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
本
家
1
1
本
所
の
領
有
は
領
家
ー
1
領
主
の
領
有
に
比
べ
て
形
式
的
な
不
完
全
な
間
接
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
　
　
　
　
　
（
罰
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
石
井
良
助
氏
は
、
本
所
と
い
う
の
は
荘
園
の
領
家
領
主
を
行
政
・
司
法
・
立
法
等
の
公
法
上
の
権
力
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
体
と
し
て
観
察
し
た
時
の
称
呼
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
更
に
安
田
元
久
氏
は
、
荘
園
の
排
他
的
領
主
的
支
配
権
を
客
観
的
妥
当
性
を
も
っ
て
認
め
た
上
で
、
そ
の
排
他
的
領
主
権
を
も
つ
と
こ
ろ
の
も
の
に
対
し
て
本
所
の
名
称
を
用
い
、
ま
た
そ
の
権
利
を
本
所
権
と
称
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
、
本
所
と
は
主
と
し
て
法
的
権
利
と
い
う
点
を
意
識
し
た
上
で
、
そ
の
権
利
の
所
有
者
を
指
す
と
き
に
用
い
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
一
つ
の
荘
園
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
領
家
・
本
家
の
う
ち
の
何
れ
か
一
つ
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笏
）
ま
で
も
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
諸
氏
の
見
解
の
う
ち
和
田
氏
や
西
岡
氏
の
説
は
、
石
井
氏
や
安
田
氏
の
重
視
さ
れ
る
法
的
側
面
に
つ
い
て
は
特
に
留
意
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
岡
氏
の
場
合
は
、
領
有
形
態
の
差
異
は
経
済
権
1
1
収
益
権
の
差
異
に
な
る
と
い
う
前
提
に
基
い
て
、
領
家
に
比
べ
て
一
般
的
に
収
益
の
少
な
い
本
家
1
1
本
所
と
は
い
わ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
暫
）
名
目
的
領
主
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
石
井
氏
の
説
に
系
譜
を
引
く
安
田
氏
は
、
法
的
権
利
の
所
有
者
を
本
所
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
法
的
権
利
と
は
、
同
氏
の
提
唱
さ
れ
て
い
る
本
所
権
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
寿
永
三
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）
一
八
四
）
四
月
五
日
付
と
翌
六
日
付
の
二
通
の
源
頼
朝
下
文
（
注
文
）
で
知
ら
れ
る
平
頼
盛
領
の
分
析
過
程
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
で
、
本
所
と
し
て
の
沙
汰
権
す
な
わ
ち
蓑
務
執
行
権
の
こ
と
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
説
の
う
ち
、
経
済
的
側
面
を
強
調
さ
れ
る
特
に
西
岡
氏
の
説
の
場
合
、
そ
の
説
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
更
に
多
く
の
具
体
的
例
証
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
岡
氏
の
説
よ
り
は
よ
り
積
極
的
か
つ
具
体
的
な
特
に
安
田
氏
の
説
の
場
合
で
も
、
な
お
不
明
瞭
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
安
田
氏
が
検
討
さ
れ
た
寿
永
三
年
四
月
五
日
付
と
翌
六
日
付
の
二
通
の
文
書
の
内
容
か
ら
い
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
田
氏
に
よ
れ
ば
、
所
領
の
所
載
形
式
か
ら
こ
の
二
通
の
文
書
の
う
ち
四
月
五
日
付
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
所
領
は
頼
盛
に
荘
務
権
の
あ
る
荘
園
で
あ
り
、
翌
六
日
付
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
方
は
「
任
二
本
所
之
沙
汰
一
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
頼
盛
に
単
に
得
分
取
得
を
内
容
と
す
る
知
行
権
の
み
の
存
在
す
る
荘
園
で
あ
る
と
断
じ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
四
月
五
日
付
所
載
の
所
領
の
多
く
は
翌
六
日
付
の
も
の
と
同
様
に
当
13
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
罰
）
時
院
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
更
に
田
村
憲
美
氏
の
指
摘
さ
　
　
　
　
（
3
1
）
れ
た
よ
う
に
、
二
通
の
文
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
所
領
の
知
行
形
態
に
は
決
定
的
な
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
荘
務
執
行
権
あ
る
い
は
単
に
荘
務
権
と
呼
称
さ
れ
る
権
限
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
安
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
荘
務
権
と
は
、
法
的
権
利
を
意
識
し
た
上
で
の
排
他
的
領
主
的
支
配
権
で
あ
る
が
、
永
原
慶
二
氏
は
荘
務
権
と
は
立
荘
以
前
の
国
衙
の
権
限
に
系
譜
を
引
く
権
限
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
永
原
氏
は
、
国
衙
権
力
の
排
除
を
実
現
で
き
る
の
は
皇
室
と
摂
関
家
以
外
に
現
実
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
皇
室
や
摂
関
家
が
本
家
に
推
戴
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
皇
室
領
荘
園
」
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
全
て
荘
務
権
を
保
留
す
る
「
領
家
」
か
ら
の
上
分
寄
進
1
1
本
家
権
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
氏
に
よ
れ
ば
、
皇
室
や
摂
関
家
は
荘
務
権
を
有
さ
な
い
場
合
で
も
、
単
に
上
分
取
得
者
に
止
ま
ら
ず
、
本
家
職
寄
進
者
で
あ
る
領
家
に
対
し
て
の
様
々
の
権
能
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
両
氏
の
指
摘
さ
れ
る
荘
務
権
と
は
、
第
一
の
問
題
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
荘
務
執
行
権
1
1
本
所
沙
汰
権
の
有
無
を
問
題
に
す
る
以
前
に
、
「
荘
務
執
行
」
あ
る
い
は
「
本
所
」
な
ど
の
用
語
の
使
用
例
を
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
、
ま
ず
「
荘
務
執
行
」
に
つ
い
て
み
る
が
、
こ
の
用
語
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
康
和
三
年
（
＝
〇
一
）
九
月
二
十
五
日
付
中
宮
職
庁
下
文
に
「
可
レ
令
三
平
時
範
朝
臣
執
二
行
御
荘
雑
務
一
事
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
本
来
は
権
門
の
「
御
荘
雑
務
」
を
「
執
行
」
す
る
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訓
）
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
鵯
二
荘
務
執
行
一
下
向
之
剋
」
．
「
為
レ
令
レ
勤
二
行
荘
務
一
所
二
下
向
一
也
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
荘
務
の
内
容
と
は
、
例
え
ば
、
「
可
下
早
任
二
御
記
文
｝
行
中
荘
務
上
事
」
と
い
う
事
書
の
あ
る
久
寿
三
年
（
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
；
6
）
五
六
）
三
月
日
付
鳥
羽
院
庁
下
文
案
に
よ
れ
ば
、
本
文
中
に
「
守
二
此
状
一
、
毎
年
無
二
解
怠
一
、
究
二
済
御
年
貢
一
、
可
レ
勤
二
仕
寺
役
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
「
寺
役
」
と
は
、
院
領
本
家
で
あ
る
安
楽
寿
院
の
諸
役
を
さ
す
。
ま
た
、
治
承
三
年
（
＝
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
九
）
十
一
月
日
付
山
城
国
玉
井
荘
預
所
下
文
案
に
は
、
「
為
二
下
司
職
一
、
可
レ
行
二
荘
務
「
、
於
二
有
レ
限
本
家
預
所
役
一
、
不
レ
可
レ
有
二
解
怠
一
」
と
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
荘
務
と
は
、
年
貢
や
所
役
を
上
級
領
主
に
納
入
す
る
そ
の
任
務
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
（
転
辮
脇
め
る
の
は
、
「
依
・
相
・
伝
蛮
塁
、
蒙
・
両
度
御
下
P
、
口
・
霧
・
、
令
・
棒
貼
講
乏
間
」
．
「
為
・
下
司
職
・
、
可
レ
令
レ
執
二
行
荘
務
一
」
・
「
補
二
彼
職
一
、
且
者
親
父
譲
状
明
鏡
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）
渦
レ
事
已
上
、
可
レ
令
レ
執
二
行
荘
務
乙
．
「
為
二
下
司
職
一
、
令
レ
致
二
荘
務
一
」
と
し
ば
し
ば
み
え
る
よ
う
に
、
下
司
職
で
あ
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
話
齪
だ
し
、
公
文
職
で
も
「
於
二
荘
務
井
下
知
事
一
、
皆
悉
可
レ
令
二
沙
汰
一
」
と
み
え
る
こ
と
も
あ
り
、
要
す
る
に
荘
務
執
行
権
と
は
荘
園
に
お
い
て
は
概
し
て
下
級
所
職
の
任
務
と
し
て
の
権
限
で
14
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
次
に
「
本
所
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
用
語
は
勿
論
こ
こ
で
は
荘
園
制
度
に
関
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
『
玉
葉
』
の
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
十
月
三
日
条
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
源
頼
朝
の
折
紙
を
み
る
と
、
そ
こ
に
み
え
る
「
本
所
」
と
は
前
日
条
と
相
侯
っ
て
本
寺
本
社
1
1
領
家
1
1
本
主
1
1
本
所
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
御
成
敗
式
目
』
の
第
六
条
で
は
「
国
司
・
領
家
」
が
「
本
所
」
の
同
義
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
僅
か
な
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
所
と
は
い
わ
ば
あ
る
土
地
に
対
す
る
上
級
の
権
利
保
持
者
、
特
に
荘
園
領
主
と
い
う
意
味
合
い
で
漠
然
と
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
考
察
結
果
か
ら
「
荘
務
執
行
」
及
び
「
本
所
」
と
い
う
用
語
の
意
味
す
る
内
容
を
、
諸
先
学
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
特
に
和
田
氏
や
西
岡
氏
の
説
く
よ
う
に
、
「
本
所
」
を
「
本
家
」
の
同
義
語
と
の
み
解
す
る
の
は
明
ら
か
に
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
安
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
本
所
」
の
権
限
を
「
荘
務
執
行
権
」
の
有
無
で
の
み
論
じ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。
更
に
永
原
氏
の
提
唱
さ
れ
る
荘
務
権
の
理
解
に
し
て
も
、
荘
務
権
が
そ
も
そ
も
荘
園
に
お
け
る
概
し
て
下
級
所
職
の
任
務
と
し
て
の
権
限
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
権
限
が
上
級
所
職
に
よ
り
認
知
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
用
語
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
、
大
饗
亮
氏
は
、
本
所
の
多
様
な
用
例
・
意
味
を
一
応
は
認
め
た
上
で
、
本
所
を
裁
判
権
の
所
在
を
．
指
す
呼
称
と
み
な
し
、
本
所
権
は
裁
判
（
司
法
）
権
を
指
す
も
の
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紹
）
し
て
理
解
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
院
領
荘
園
支
配
上
の
裁
判
の
問
題
に
関
し
て
は
特
に
論
述
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
の
で
、
大
饗
説
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
　
そ
の
た
め
に
本
稿
で
は
、
本
所
及
び
本
所
法
な
ど
に
関
し
て
の
独
自
の
追
求
は
特
に
意
図
し
な
い
こ
と
に
し
て
、
前
節
で
提
示
し
た
院
領
荘
園
支
配
の
基
本
的
機
構
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
五
　
「
院
領
本
家
」
　
「
院
領
本
家
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
そ
れ
が
院
庁
や
女
院
庁
で
あ
る
場
合
よ
り
は
、
建
久
三
年
（
＝
九
二
）
正
月
に
発
給
さ
れ
た
次
の
書
出
で
は
じ
ま
る
四
通
の
後
白
河
院
庁
定
文
（
起
請
文
）
に
み
ら
れ
る
御
願
寺
社
の
場
合
を
そ
の
主
な
対
象
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
㈲
院
庁
定
置
新
熊
野
社
条
々
起
請
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
．
4
5
｝
（
等
ヵ
V
　
　
⑧
院
庁
定
置
最
勝
光
院
条
々
起
請
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
6
）
　
　
◎
院
庁
定
置
新
日
吉
社
条
々
起
請
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
へ
　
　
⑪
院
庁
定
置
長
講
堂
起
請
等
　
ま
ず
、
第
一
に
右
の
諸
史
料
か
ら
寺
社
組
織
に
つ
い
て
み
る
と
、
15
検
校
・
別
当
・
供
僧
以
下
の
僧
・
俗
官
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
俗
官
と
は
、
例
え
ば
安
楽
寿
院
公
文
所
下
文
等
に
み
え
る
公
文
の
こ
と
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
二
月
日
付
の
同
下
文
案
の
署
名
に
は
「
相
模
守
藤
原
朝
臣
在
判
」
と
み
え
、
ま
た
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
三
月
日
付
の
同
下
文
案
の
署
名
に
も
「
前
但
島
守
藤
原
朝
臣
在
判
」
と
み
え
、
そ
し
て
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
六
月
日
付
の
　
　
（
甜
）
同
下
文
案
に
も
「
公
文
所
左
衛
門
尉
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
但
島
守
藤
原
と
は
、
同
院
領
に
関
す
る
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
九
月
九
日
付
八
条
院
令
旨
案
に
そ
の
宛
所
と
し
て
み
え
る
「
但
島
前
司
殿
」
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
『
兵
範
記
』
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
十
二
月
二
日
条
に
「
正
五
位
上
行
左
兵
衛
佐
但
島
守
藤
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
〉
朝
臣
光
憲
」
と
み
え
、
翌
年
二
月
二
十
五
日
付
後
白
河
院
庁
下
文
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盤
）
に
も
判
官
代
と
し
て
署
名
の
み
え
る
藤
原
光
憲
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
院
領
本
家
で
あ
る
御
願
寺
社
の
公
文
所
に
は
院
庁
関
係
の
俗
人
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
公
文
所
の
全
て
の
職
貝
が
俗
人
で
な
か
っ
た
こ
と
は
保
延
四
年
（
一
＝
二
八
V
五
月
日
付
　
　
　
　
　
　
　
（
騒
）
尊
勝
寺
公
文
所
下
文
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
粟
田
宮
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
（
覧
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
俗
別
当
の
存
在
す
る
御
願
寺
社
も
あ
っ
た
が
、
寺
社
組
織
の
主
要
な
構
成
員
は
勿
論
僧
官
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
僧
官
の
中
で
は
、
阿
閣
梨
に
つ
い
て
の
規
定
が
院
庁
定
文
中
に
特
に
み
ら
れ
、
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
各
御
願
寺
社
運
営
に
お
い
て
最
高
の
地
位
に
あ
る
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
レ
校
は
、
平
岡
定
海
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
法
親
王
あ
る
い
は
入
道
親
王
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
の
別
当
や
三
綱
（
執
行
）
の
多
く
は
、
俊
寛
や
静
賢
等
の
い
わ
ば
院
近
臣
で
あ
る
。
し
た
が
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
て
、
平
岡
氏
や
安
達
直
哉
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
法
親
王
や
入
道
親
王
が
弱
年
で
あ
っ
て
も
彼
ら
は
制
度
上
で
は
親
王
と
一
致
す
る
面
を
も
ち
時
に
は
俗
事
に
関
与
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
院
の
力
は
絶
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
別
当
や
三
綱
等
は
単
に
そ
の
管
領
下
で
管
理
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
大
伝
法
院
に
関
す
る
保
延
五
年
（
＝
三
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駆
）
七
月
二
十
八
日
付
鳥
羽
院
庁
下
文
案
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
特
に
そ
の
八
ヶ
条
の
う
ち
の
第
五
・
六
条
に
よ
れ
ば
他
権
門
と
の
紛
争
解
決
に
院
が
実
質
上
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
長
承
三
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）
＝
二
四
）
六
月
四
日
付
金
剛
峰
寺
官
牒
請
文
案
に
よ
れ
ば
大
伝
法
院
及
び
密
厳
院
の
座
主
二
二
綱
以
下
の
所
司
・
定
額
僧
は
全
て
院
の
意
志
で
そ
の
貝
数
が
決
定
さ
れ
、
更
に
閾
員
の
出
た
場
合
の
処
置
に
至
る
ま
で
指
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
日
付
大
伝
法
院
衆
徒
解
案
に
よ
る
と
、
当
院
に
お
け
る
院
及
び
仁
和
寺
宮
の
地
位
が
自
ら
知
ら
れ
る
。
更
に
、
建
久
二
年
（
一
」
九
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髭
）
六
月
九
日
付
の
八
条
院
庁
牒
案
と
八
条
院
令
旨
案
に
よ
れ
ば
、
河
内
国
金
剛
寺
領
で
は
そ
の
所
当
官
物
以
下
臨
時
雑
事
が
院
奏
の
結
果
免
除
さ
れ
、
｝
方
院
主
・
三
綱
・
供
僧
以
下
の
員
数
や
そ
の
選
定
方
16
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
法
に
つ
い
て
は
八
条
院
が
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
御
願
寺
社
組
織
に
女
院
も
介
入
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
寺
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
七
月
八
日
付
六
波
羅
下
知
　
（
臼
）
状
案
に
は
「
御
室
御
領
」
と
も
記
さ
れ
る
通
り
仁
和
寺
宮
の
支
配
下
に
も
あ
っ
た
。
　
第
二
に
、
恒
例
・
臨
時
の
仏
事
・
神
事
等
に
つ
い
て
、
例
え
ば
ω
に
は
、
院
が
そ
の
用
途
を
計
っ
て
領
地
を
定
め
、
院
の
臨
幸
の
な
い
時
に
は
院
司
が
参
入
し
て
監
督
す
る
と
し
、
ま
た
院
の
崩
御
後
は
朱
雀
院
別
当
以
下
の
後
院
司
の
管
轄
と
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
第
三
に
は
、
そ
れ
ら
の
寺
社
領
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
⑧
に
、
院
が
介
入
t
て
荘
園
が
寄
付
さ
れ
、
そ
の
大
小
国
役
は
官
符
に
よ
り
免
除
さ
れ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
も
し
国
司
が
遇
妨
し
た
な
ら
ば
奏
聞
す
べ
き
こ
と
、
更
に
「
領
家
」
が
年
貢
を
三
ヶ
年
遁
避
し
た
な
ら
ば
寺
使
を
派
遣
し
催
促
す
べ
き
こ
と
、
し
か
し
な
お
解
怠
し
た
な
ら
ば
そ
の
「
預
所
職
」
（
「
領
家
」
）
を
改
易
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
執
行
や
所
司
等
は
非
道
を
行
い
寺
用
を
犯
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
第
四
に
、
こ
れ
ら
の
御
願
寺
社
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
③
に
、
大
破
に
及
ば
な
い
う
ち
に
修
理
し
、
小
五
月
神
事
の
日
を
そ
の
期
と
し
て
院
司
に
覆
勘
を
要
請
せ
よ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
小
五
月
神
事
と
は
勿
論
新
B
吉
社
の
場
合
で
あ
る
が
、
㈲
の
新
熊
野
社
の
場
合
は
「
毎
年
六
月
会
次
」
、
⑪
の
長
講
堂
の
場
合
は
「
以
二
可
レ
然
法
会
之
次
L
と
記
さ
れ
て
い
て
、
要
す
る
に
各
寺
社
の
年
間
で
の
最
も
適
当
な
儀
式
の
催
さ
れ
る
頃
に
院
司
に
覆
勘
を
要
請
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
大
破
に
至
っ
た
場
合
に
は
奏
上
し
て
そ
の
裁
断
を
待
て
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
院
領
に
限
ら
ず
一
般
に
荘
園
の
本
家
の
年
貢
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
寄
進
者
側
の
一
方
的
意
志
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
見
解
で
あ
っ
た
が
、
永
原
慶
二
氏
は
必
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
閣
）
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
治
承
二
年
（
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
…
）
七
八
）
六
月
二
十
日
付
後
白
河
院
庁
下
文
案
や
前
項
で
考
察
し
た
院
領
本
家
の
性
格
を
も
考
慮
し
て
み
る
と
、
一
般
的
に
一
応
は
院
領
預
所
が
申
請
は
す
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
院
が
院
領
本
家
の
用
途
を
考
慮
し
て
そ
の
年
貢
額
を
決
定
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
V
十
月
日
付
長
講
堂
所
領
注
　
お
　
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
日
付
大
　
　
　
　
　
｛
6
7
）
伝
法
院
衆
徒
解
案
に
よ
る
と
、
当
時
の
御
願
寺
で
は
そ
の
「
領
家
」
す
な
わ
ち
院
領
預
所
な
ど
に
対
し
て
臨
時
の
課
役
の
宛
て
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
B
へ
十
月
二
十
日
付
の
安
楽
寿
院
領
上
総
国
橘
木
社
年
貢
定
文
に
よ
れ
ば
、
米
二
百
石
は
毎
年
＝
疋
額
で
あ
る
が
、
布
と
鰍
の
数
は
当
院
の
必
要
に
応
じ
て
い
た
。
ま
た
、
畳
や
御
簾
な
ど
も
当
院
か
ら
要
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
院
か
ら
も
臨
時
課
役
が
宛
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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〔
表
　
H
〕
　
院
領
荘
園
立
荘
時
に
お
け
る
院
領
預
所
の
官
位
・
身
分
院
領
預
所
官
　
位
・
身
　
分
備
　
　
　
　
考
院
領
預
所
官
　
位
・
身
　
分
備
　
　
　
　
考
1
藤
原
顕
頼
権
中
納
言
正
二
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
13
藤
原
顕
頼
権
中
納
言
正
二
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
2
藤
原
家
成
中
納
言
正
二
位
同
　
　
　
　
右
14
寂
　
　
法
9
。
号
肥
後
入
道
3
長
　
　
厳
権
　
　
　
律
　
　
　
師
の
ち
大
僧
正
後
鳥
羽
院
御
持
僧
15
源
　
能
俊
権
中
納
言
正
三
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
の
ち
大
納
言
正
二
位
4
平
　
康
忠
左
　
兵
　
衛
少
尉
後
白
河
天
皇
に
仕
え
た
　
　
　
　
　
　
　
武
者
16
藤
原
成
親
権
大
納
言
正
二
位
院
　
別
　
当
5
昌
　
　
雲
新
日
吉
社
別
当
長
寛
二
年
法
印
寿
永
三
年
大
僧
正
17
源
　
師
行
院
別
当
　
・
散
位
美
福
門
院
従
母
兄
弟
の
ち
大
蔵
卿
正
四
位
上
6
昌
　
　
雲
同
　
　
　
　
右
同
　
　
　
　
右
18
藤
原
顕
頼
権
中
納
言
正
二
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
7
教
　
　
智
阿
　
　
　
閣
　
　
　
梨
院
別
当
藤
原
忠
教
息
の
ち
　
少
　
僧
　
都
19
寛
　
　
季
阿
　
　
　
闇
　
　
　
梨
8
源
氏
女
院
別
当
藤
原
頼
長
妻
？
源
信
雅
女
・
7
・
20
弁
　
　
局
八
　
条
院
　
女
房
9
藤
原
顕
頼
権
中
納
言
正
二
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
21
弁
　
　
局
同
　
　
　
　
右
10
平
　
正
盛
備
　
　
　
前
　
　
　
守
院
　
近
　
臣
の
ち
　
従
四
位
上
22
増
　
　
仁
成
勝
寺
上
座
法
橋
11
大
江
通
国
大
　
　
　
学
　
　
　
頭
弟
通
景
は
院
主
典
代
従
　
四
　
位
　
上
23
聖
　
　
顕
阿
閣
梨
大
法
師
寿
永
二
年
法
橋
元
暦
二
年
法
眼
12
藤
原
俊
成
前
皐
天
后
宮
大
夫
正
三
位
妻
加
賀
は
美
福
門
院
女
房
当
時
院
別
当
？
24
伯
書
局
美
福
門
院
御
乳
母
18
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
25
源
　
師
行
院
別
当
・
散
位
美
福
門
院
従
母
兄
弟
の
ち
大
蔵
卿
正
四
位
上
40
高
階
宗
泰
阿
　
　
　
波
　
　
　
守
の
ち
宮
内
大
輔
正
四
位
下
26
藤
原
家
成
中
納
言
正
二
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
41
藤
原
周
子
鳥
羽
院
女
房
美
濃
局
母
27
覚
　
　
鍵
大
伝
法
院
座
主
伝
燈
大
法
師
42
藤
原
資
憲
下
　
野
　
前
　
司
父
実
光
は
院
近
臣
　
の
ち
勘
解
由
次
官
従
四
位
下
28
行
　
　
尊
大
　
　
　
僧
　
　
　
正
諸
寺
別
当
歴
任
43
増
　
　
仁
成
勝
寺
上
座
法
橋
29
覚
　
　
鍍
大
伝
法
院
座
主
伝
燈
大
法
師
44
小
槻
隆
職
左
大
史
正
五
位
下
30
覚
　
　
鍍
同
　
　
　
　
右
同
　
　
　
　
右
45
平
　
重
衡
尾
張
守
従
五
位
下
の
ち
非
参
議
正
三
位
の
ち
院
　
別
　
当
31
覚
　
　
鍵
同
　
　
　
　
右
同
　
　
　
　
右
46
増
　
　
仁
成
勝
寺
上
座
法
橋
32
藤
原
成
通
権
中
納
言
正
三
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
の
ち
大
納
言
正
二
位
47
藤
原
実
能
内
大
臣
正
二
位
院
・
待
賢
門
院
別
当
33
覚
　
　
鍵
大
伝
法
院
座
主
伝
燈
大
法
師
48
昌
　
　
雲
新
日
吉
社
別
当
長
寛
二
年
法
印
寿
永
三
年
大
僧
正
34
覚
　
　
鍵
同
　
　
　
　
右
同
　
　
　
　
右
49
増
　
　
仁
成
勝
寺
上
座
法
橋
35
湛
　
　
慶
？
・
号
安
芸
君
50
藤
原
通
憲
少
納
言
正
五
位
下
院
・
待
賢
門
院
判
官
代
36
藤
原
公
能
左
近
衛
権
中
将
　
　
　
　
正
四
位
下
院
　
別
　
当
の
ち
右
大
臣
正
二
位
51
藤
原
忠
雅
中
納
言
正
三
位
院
　
別
　
当
の
ち
太
政
大
臣
従
一
位
37
藤
原
永
範
散
位
・
従
五
位
下
妻
は
院
主
典
代
大
江
行
重
女
　
の
ち
非
参
議
正
三
位
52
中
原
師
長
主
　
税
　
権
　
　
助
院
近
臣
師
安
息
の
ち
大
外
記
正
五
位
上
38
増
　
　
証
大
　
　
　
法
　
　
　
師
53
昌
　
　
雲
新
日
吉
社
別
当
長
寛
二
年
法
印
寿
永
三
年
大
僧
正
39
行
　
　
智
同
　
　
　
　
右
寿
永
二
年
律
師
の
ち
少
僧
都
54
藤
原
隆
忠
？
・
院
・
七
条
院
別
当
の
ち
左
大
臣
従
一
位
19
57 56 55
行 藤 平
原
実 頼
尊 能 盛
大 権 兼修
中 大理
禦 宰大
蝠v
僧 提
三
位
弐
正
四
位
正 ？ 下
諸 の院 の院
寺 ち・ ち
別 左待 権別
当
歴
任
大賢
b門
]院
大納当
ｾ
一別 正
位当 二
位
60 59 58
山
原
清
業
？
案
院
喜
日
大
江
国
通
史 郁 前
大
芳
門
院
肥
前
女
夫 房 守
院 郁
別 藤芳
当 原門
平 能院
頼 仲御
（盛 妻乳
郎の 母
後 の
従見 息
）侍
　
以
上
の
よ
う
に
、
要
す
る
に
院
領
本
家
と
は
、
院
が
直
接
的
に
ま
た
は
女
院
や
法
親
王
な
ど
を
介
し
て
間
接
的
に
運
営
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
六
　
　
「
院
領
預
所
」
　
次
に
、
ま
ず
院
領
預
所
と
は
如
何
な
る
人
々
で
あ
る
か
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
表
1
に
掲
げ
た
院
領
預
所
の
官
位
・
身
分
を
表
H
と
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
官
位
・
身
分
と
は
、
原
則
と
し
て
院
領
荘
園
の
立
荘
時
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蒲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
考
欄
に
は
、
院
や
女
院
と
の
関
係
を
簡
単
に
記
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
出
典
に
つ
い
て
は
煩
環
を
避
け
る
た
め
省
略
す
る
が
、
概
ね
表
1
の
主
要
関
係
史
料
出
典
欄
、
院
庁
・
女
院
庁
発
給
文
書
所
載
の
署
名
、
『
公
卿
補
任
』
、
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
の
表
H
に
よ
る
と
、
延
べ
六
十
名
の
う
ち
俗
人
男
性
は
三
十
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
公
卿
ク
ラ
ス
の
も
の
は
延
べ
十
三
名
、
四
位
・
五
位
ク
ラ
ス
の
も
の
は
延
べ
十
六
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
所
領
の
寄
進
時
に
お
い
て
四
位
・
五
位
ク
ラ
ス
の
も
の
で
も
の
ち
公
卿
ク
ラ
ス
に
昇
進
し
た
も
の
が
五
名
あ
る
の
で
、
俗
人
男
性
の
場
合
は
大
半
が
上
・
中
級
の
貴
族
層
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
院
あ
る
い
は
女
院
の
別
当
で
あ
る
も
の
は
延
べ
十
七
名
あ
り
、
そ
の
他
で
も
明
ら
か
に
院
近
臣
と
確
認
で
き
る
も
の
が
1
0
の
平
正
盛
と
5
0
の
藤
原
通
憲
の
二
名
あ
り
、
更
に
院
・
女
院
の
近
臣
の
縁
者
ま
た
は
親
近
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
が
1
1
の
大
江
通
国
・
1
2
の
藤
原
俊
成
・
3
7
の
藤
原
永
範
・
4
2
の
藤
原
資
憲
・
4
5
の
平
重
衡
・
5
2
の
中
原
師
長
．
6
0
の
中
原
清
業
の
七
名
あ
る
の
で
、
院
・
女
院
の
近
臣
ま
た
は
縁
者
・
親
近
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
は
都
合
延
べ
二
十
六
名
と
な
る
。
そ
の
た
め
残
り
の
俗
人
男
性
は
、
4
の
平
康
忠
・
　
　
　
　
　
（
融
）
40
ﾌ
高
階
宗
泰
・
4
4
の
小
槻
隆
職
・
5
8
の
大
江
国
通
の
四
名
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
延
べ
六
名
の
俗
人
女
性
に
つ
い
て
は
、
8
の
「
源
氏
女
」
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
院
・
女
院
の
女
房
で
あ
る
か
、
そ
の
縁
者
・
親
近
者
で
あ
20
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
り
、
院
や
女
院
と
の
関
係
は
明
白
で
あ
る
。
　
一
方
、
表
n
に
は
延
べ
二
十
四
名
の
僧
侶
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
御
願
寺
社
の
別
当
・
座
主
・
三
綱
ク
ラ
ス
の
も
の
が
延
べ
十
六
名
、
ま
た
院
あ
る
い
は
院
近
臣
の
縁
者
・
親
近
者
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
も
の
が
3
の
長
厳
と
7
の
教
智
の
二
名
あ
る
の
で
、
都
合
延
べ
十
八
名
は
院
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
記
録
に
は
「
抑
件
法
師
為
二
院
近
　
り
げ
臣
」
と
特
記
さ
れ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
他
七
名
の
中
に
も
「
院
近
臣
」
・
院
の
親
近
者
の
い
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
大
部
分
が
大
僧
正
・
阿
闇
梨
・
大
法
師
と
い
う
高
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
　
な
お
、
院
領
荘
園
の
中
で
も
本
来
没
官
領
で
あ
っ
た
荘
園
に
つ
い
て
は
、
例
外
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
保
元
の
乱
で
没
官
さ
れ
後
院
領
と
さ
れ
た
藤
原
頼
長
領
に
つ
い
て
は
「
彼
所
領
等
中
、
当
時
公
卿
為
二
預
所
一
荘
々
者
、
付
二
件
家
一
、
不
レ
可
レ
　
　
ハ
れ
　
有
：
改
易
一
」
と
い
う
原
則
が
貫
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
表
H
の
4
の
平
康
忠
や
8
の
「
源
氏
女
」
の
場
合
は
共
に
そ
の
頼
長
領
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
乱
後
の
処
置
と
も
考
え
合
わ
せ
て
例
外
と
し
て
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
要
す
る
に
院
領
預
所
と
は
、
多
少
の
例
外
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
全
て
院
近
臣
あ
る
い
は
そ
の
縁
者
・
親
近
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）
院
近
臣
と
は
、
橋
本
義
彦
氏
の
指
摘
さ
れ
た
範
疇
よ
り
は
や
や
広
範
囲
の
人
々
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
院
別
当
と
な
っ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
上
級
貴
族
（
公
卿
の
中
で
も
特
に
大
臣
・
大
納
言
ク
ラ
ス
）
や
僧
侶
の
う
ち
で
も
院
の
信
任
を
得
て
前
述
の
よ
う
に
「
院
近
臣
」
と
呼
称
さ
れ
た
人
々
も
含
め
て
差
支
え
な
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
摂
政
・
関
白
等
は
、
『
玉
葉
』
文
治
元
年
二
一
八
五
V
九
月
二
十
五
条
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
け
っ
し
て
院
領
預
所
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
　
次
に
、
院
領
預
所
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
み
る
が
、
例
え
ば
永
暦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
B
〕
元
年
（
一
一
六
〇
）
二
月
十
三
臼
付
美
福
門
院
庁
下
文
に
よ
れ
ば
、
荘
務
を
執
行
し
年
貢
を
院
領
本
家
の
安
楽
寿
院
へ
進
納
す
る
こ
と
で
あ
る
と
み
え
る
。
こ
の
場
合
の
「
荘
務
」
と
は
、
具
体
的
に
は
同
年
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
十
二
月
日
付
尼
蓮
西
解
に
よ
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
境
相
論
防
止
の
た
め
に
膀
示
確
定
を
院
庁
に
申
請
す
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
官
位
・
身
分
か
ら
み
れ
ば
当
然
住
京
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
院
領
預
所
は
、
例
え
ば
天
養
二
年
（
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肝
1
3
）
四
五
）
七
月
九
日
付
鳥
羽
院
庁
下
文
や
元
暦
元
年
（
＝
八
四
）
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
月
日
付
後
白
河
院
庁
下
文
案
に
よ
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
使
者
あ
る
い
は
院
領
下
司
を
介
し
て
院
領
預
所
の
職
務
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
院
領
預
所
は
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
院
領
本
家
に
納
入
す
る
年
貢
を
三
ヶ
年
遁
避
し
、
更
に
そ
の
使
者
の
催
促
を
受
け
て
も
な
お
解
怠
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
所
職
は
改
易
さ
れ
る
も
の
と
さ
21
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
院
領
本
家
に
対
す
る
年
貢
納
入
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
正
月
に
初
め
て
定
め
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
以
前
の
慣
例
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
前
節
で
院
領
預
所
は
院
な
ど
か
ら
も
臨
時
課
役
の
宛
て
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
課
役
納
入
の
責
任
も
院
領
預
所
が
負
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
院
領
預
所
は
、
そ
れ
ら
の
責
務
を
遂
行
す
る
立
場
上
、
そ
の
荘
園
運
営
に
は
積
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
八
条
院
管
領
下
の
新
熊
野
社
領
近
江
国
吉
富
荘
の
場
合
、
そ
の
院
領
預
所
の
藤
原
定
家
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）
八
条
院
庁
に
臨
時
課
役
を
納
め
る
な
ど
し
て
支
配
を
行
っ
て
い
た
が
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
以
降
に
後
鳥
羽
院
御
乳
母
の
藤
原
兼
子
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
＞
呆
云
・
公
覚
等
の
押
領
事
件
が
執
拗
に
続
け
ら
れ
、
「
吉
富
事
、
逐
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）
日
逼
迫
、
無
縁
者
、
更
無
二
其
計
一
、
将
二
奈
何
一
哉
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
八
条
院
や
主
家
で
あ
る
九
条
家
に
し
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
g
o
）
し
ば
出
入
り
し
て
そ
の
事
件
解
決
の
た
め
奔
走
し
た
。
ま
た
、
地
頭
の
非
法
に
対
し
て
は
、
下
司
以
下
の
荘
官
等
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）
そ
の
鎌
倉
幕
府
補
任
の
地
頭
停
廃
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
彼
は
、
八
条
院
管
領
下
の
院
領
預
所
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
八
条
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）
庁
執
事
別
当
で
あ
っ
た
源
通
資
に
対
し
て
は
志
を
送
る
な
ど
し
て
、
そ
の
機
嫌
を
取
る
努
力
も
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
そ
の
所
職
伝
領
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
八
月
二
　
　
　
　
　
　
（
B
3
）
十
二
日
付
官
宣
旨
に
「
諸
国
荘
牧
任
二
相
伝
理
一
令
二
知
行
一
者
例
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
院
領
預
所
自
身
の
意
志
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
院
庁
や
女
院
庁
の
発
給
文
書
に
も
そ
の
補
任
状
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
院
や
女
院
の
認
可
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
院
庁
領
（
後
院
領
）
の
肥
前
国
神
崎
荘
の
よ
う
に
代
々
の
執
事
別
当
が
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
　
　
　
　
（
別
）
場
合
も
あ
り
、
ま
た
院
が
女
院
の
知
行
国
内
の
国
衙
領
を
院
近
臣
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
／
ー
）
に
給
与
す
る
場
合
す
ら
み
ら
れ
、
院
や
女
院
の
権
限
は
前
節
の
考
察
結
果
と
相
侯
っ
て
強
大
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
七
　
「
院
領
下
司
」
　
続
い
て
、
本
節
で
は
院
領
下
司
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
ま
ず
そ
の
官
位
・
身
分
か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
表
m
と
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
官
位
・
身
分
と
は
、
原
則
と
し
て
院
領
荘
園
立
荘
時
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
院
領
下
司
欄
の
上
部
の
番
号
は
表
1
の
番
号
に
基
い
て
い
る
。
　
さ
て
、
こ
の
表
m
は
、
一
見
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
H
に
比
べ
て
は
な
は
だ
人
数
が
少
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
官
位
・
身
分
も
半
分
ほ
ど
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
－
院
領
下
司
で
あ
る
彼
ら
の
地
位
が
院
領
預
所
に
比
べ
て
低
い
こ
と
に
関
連
し
て
、
彼
ら
に
関
す
る
記
述
が
古
記
録
類
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
彼
ら
の
有
し
た
文
書
類
が
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
院
領
下
司
に
関
す
る
官
位
・
身
分
上
22
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
〔
表
　
皿
〕
　
院
領
荘
園
立
荘
時
に
お
け
る
院
領
下
司
の
官
位
．
身
分
院
領
下
司
宮
位
・
身
分
備
　
　
　
考
院
領
下
司
官
位
・
身
分
備
　
　
　
考
20
平
　
辰
清
出
羽
権
守
33
日
　
　
　
単
　
　
ネ
由
日
　
　
　
　
　
呂
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
21
平
　
辰
清
散
　
　
　
位
五
　
位
　
？
34
平
　
光
昌
散
　
　
　
　
位
23
平
　
季
広
35
秦
　
守
利
同
　
　
　
　
右
24
惟
宗
　
某
散
　
　
　
位
五
　
位
　
？
37
藤
原
　
某
同
　
　
　
　
右
25
行
　
　
覚
曲
日
　
呂
　
　
？
・
イ
　
　
　
　
ィ
播
磨
大
縁
伊
和
氏
？
38
清
原
家
兼
26
大
江
遠
重
院
近
臣
大
江
遠
業
父
？
44
大
中
臣
孝
正
開
発
領
主
27
坂
上
豊
澄
47
某
　
致
遠
大
蔵
権
少
輔
29
平
　
光
昌
散
　
　
　
位
51
源
　
　
義
重
29
慶
　
　
　
義
剛
峰
寺
前
入
寺
僧
52
藤
原
成
高
散
　
　
　
　
位
安
芸
国
高
田
郡
　
七
ケ
郷
大
領
職
30
中
原
有
保
内
　
蔵
　
允
56
某
　
頼
家
31
平
　
為
里
59
藤
原
能
輔
出
羽
権
守
32
長
　
依
友
紀
伊
国
住
人
60
藤
原
友
永
23
、
の
特
徴
は
、
院
領
預
所
ほ
ど
明
確
に
し
得
な
い
が
、
そ
れ
で
も
表
m
か
ら
は
あ
る
程
度
の
傾
向
は
捉
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
僧
侶
が
少
な
い
こ
と
、
出
羽
権
守
・
内
蔵
允
・
大
蔵
権
少
輔
な
ど
の
外
に
散
位
と
記
さ
れ
て
い
る
せ
い
ぜ
い
五
位
ク
ラ
ス
程
度
の
下
級
官
人
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
従
来
、
下
司
職
と
は
、
そ
の
所
務
内
容
の
上
で
は
鎌
倉
幕
府
の
補
任
に
よ
る
地
頭
職
と
同
一
実
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
所
職
獲
得
に
関
し
て
は
地
主
あ
る
い
は
開
発
領
主
が
そ
の
所
領
を
権
門
に
寄
進
し
た
際
に
留
保
し
た
も
の
と
し
て
一
般
的
　
　
　
　
　
　
　
（
呂
6
）
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
五
味
文
彦
氏
は
、
荘
園
や
保
の
開
発
領
主
が
公
文
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
勧
農
権
を
有
す
る
広
義
の
開
発
領
主
と
し
て
の
郷
司
や
名
主
等
を
公
文
級
領
主
と
呼
称
さ
れ
、
更
に
公
文
の
上
位
に
あ
る
下
司
を
下
司
級
領
主
と
呼
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
在
地
領
主
の
二
類
型
に
基
き
、
下
司
級
領
主
と
公
文
級
領
主
の
間
に
は
主
従
的
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
公
文
級
領
主
は
在
地
に
あ
っ
て
山
野
・
荒
廃
田
の
開
発
を
推
進
し
、
一
般
農
民
へ
勧
農
を
行
う
と
こ
ろ
の
開
発
領
主
の
典
型
で
あ
り
、
一
方
の
下
司
級
領
主
は
広
い
地
域
に
勢
力
を
広
げ
て
在
庁
機
構
に
関
わ
っ
た
り
、
し
ば
し
ば
在
京
し
て
権
門
の
家
人
と
な
る
等
の
政
治
力
．
武
力
に
よ
り
公
文
級
領
主
を
組
織
化
し
、
荘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
園
寄
進
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
見
解
の
う
ち
、
結
論
か
ら
い
え
ば
私
は
、
院
領
下
司
と
は
五
味
氏
の
指
摘
さ
れ
る
下
司
級
領
主
の
範
疇
に
近
い
も
の
と
し
て
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
え
ば
、
長
承
元
年
（
一
＝
二
二
）
十
二
月
日
付
覚
鍵
下
文
案
に
よ
る
と
、
紀
伊
国
相
賀
荘
は
故
陸
奥
守
女
子
藤
原
氏
の
譲
与
に
よ
り
そ
の
所
領
を
得
た
覚
鍵
が
御
願
寺
密
厳
院
領
と
し
て
設
定
し
た
荘
園
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
院
領
預
所
で
あ
る
覚
鐵
は
「
彼
本
主
之
田
堵
」
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
家
人
の
多
く
が
当
荘
の
地
を
開
発
し
て
き
た
坂
上
豊
澄
を
下
司
に
補
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
「
彼
本
主
之
田
堵
」
と
い
う
表
現
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
の
宛
所
が
「
相
賀
御
荘
田
堵
等
所
」
と
あ
る
こ
と
や
同
文
讃
紳
潅
「
豊
澄
以
二
件
所
領
一
相
二
副
調
度
文
書
等
［
限
二
永
代
一
譲
二
与
弊
身
一
畢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
豊
澄
は
他
の
何
人
か
と
同
様
に
田
堵
身
分
で
あ
っ
た
が
、
当
荘
の
全
体
を
一
応
そ
の
所
領
と
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
せ
よ
何
ら
か
の
権
限
を
以
前
か
ら
有
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
故
陸
奥
守
女
子
藤
原
氏
の
所
領
の
い
わ
ば
荘
官
的
存
在
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
単
な
る
開
発
領
主
と
い
う
よ
り
は
他
の
多
く
の
開
発
領
主
の
組
織
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
外
に
も
例
え
ば
表
1
の
5
1
の
上
野
国
新
田
荘
の
場
合
に
典
型
　
　
　
　
　
（
困
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
的
に
み
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
肥
後
国
鹿
子
木
荘
の
院
領
下
司
の
中
原
親
貞
の
場
合
、
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
D
）
寛
二
年
（
＝
六
四
V
十
二
月
二
十
七
日
付
の
そ
の
解
案
に
「
然
問
24
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
親
貞
為
二
御
使
一
下
二
向
彼
御
荘
一
之
刻
、
相
伝
所
帯
之
文
書
等
、
錐
レ
可
レ
置
二
私
宿
所
一
、
成
二
盗
人
之
恐
一
、
納
二
置
　
殿
御
倉
一
之
間
」
と
み
え
て
お
り
、
彼
は
京
都
に
宿
所
を
構
え
、
そ
こ
に
平
常
は
相
伝
所
帯
の
文
書
等
を
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
院
領
下
司
の
在
京
性
は
、
一
般
的
に
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
央
の
権
門
と
所
領
寄
進
に
関
す
る
交
渉
を
す
る
に
し
て
も
、
ま
た
立
荘
後
に
諸
般
の
連
絡
を
と
る
に
し
て
も
在
京
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
要
件
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
表
m
に
み
え
る
よ
う
に
、
院
領
下
司
の
中
に
゜
は
出
羽
権
守
・
内
蔵
允
・
大
蔵
権
少
輔
な
ど
で
そ
の
署
名
の
仕
方
か
ら
み
て
も
せ
い
ぜ
い
五
位
ク
ラ
ス
程
度
の
下
級
官
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
中
央
の
官
人
で
あ
る
こ
と
の
知
ら
れ
る
も
の
が
何
人
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
え
よ
う
。
一
方
、
地
方
の
郡
郷
司
層
で
あ
っ
て
も
、
中
央
の
院
領
預
所
の
家
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
安
芸
国
高
田
郡
七
ヶ
郷
の
大
領
職
を
有
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）
と
い
う
藤
原
成
孝
は
、
保
延
五
年
（
一
＝
二
九
）
六
月
日
付
の
譲
状
に
よ
る
と
、
先
祖
以
来
三
田
郷
を
住
郷
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
彼
は
院
領
預
所
の
中
原
師
長
に
対
し
て
自
己
を
「
重
代
相
伝
御
門
人
」
・
「
御
一
家
之
仕
人
」
と
称
し
、
ま
た
承
安
四
年
（
一
一
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）
四
）
十
月
一
日
付
中
原
業
長
寄
進
状
案
に
は
「
彼
成
孝
為
二
相
伝
家
人
一
」
と
み
え
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
院
領
下
司
と
院
領
預
所
と
の
関
係
を
み
る
と
、
例
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
〕
ば
元
暦
元
年
（
＝
八
四
）
四
月
日
付
後
白
河
院
庁
下
文
案
に
引
用
す
る
但
馬
国
温
泉
荘
下
司
平
季
広
の
「
再
文
（
祭
文
）
」
や
建
久
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
）
（】
鼡
緕
O
）
九
月
二
十
三
日
付
八
条
院
庁
下
文
案
に
「
彼
祖
父
遠
重
法
師
、
只
可
レ
蒙
二
寺
恩
一
之
由
、
出
二
押
書
｝
、
捧
二
二
字
一
之
間
、
　
　
　
　
　
（
下
司
職
）
一
旦
錐
レ
補
二
此
職
一
、
依
レ
犯
二
殺
生
禁
断
之
制
一
、
即
又
被
二
改
定
畢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
院
領
下
司
と
は
院
領
預
所
に
対
し
て
は
極
め
て
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
二
月
二
十
一
日
条
に
「
前
々
称
二
地
頭
一
者
、
多
分
平
家
々
人
也
、
是
非
二
　
朝
恩
一
、
或
平
家
領
内
授
二
其
号
一
、
補
二
置
之
一
、
或
国
司
・
領
家
、
為
二
私
芳
志
一
、
定
二
補
干
其
荘
園
一
、
又
令
レ
違
二
背
本
主
命
一
之
時
者
、
改
二
替
之
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
「
地
頭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
い
わ
ゆ
る
下
司
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
温
泉
荘
下
司
の
平
季
広
が
「
地
頭
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弱
）
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
蓮
．
華
乗
院
領
備
前
国
香
登
荘
の
下
司
に
つ
い
て
「
平
家
執
権
之
時
、
属
二
重
衡
卿
一
、
妄
成
二
濫
行
一
之
刻
、
以
二
理
不
尽
一
、
　
　
　
　
　
　
横
補
二
下
司
一
畢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
　
　
　
　
　
　
〔
！
1
）
り
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
『
平
家
物
語
』
に
も
、
い
わ
ゆ
る
下
司
ク
ラ
ス
の
武
士
た
ち
を
源
頼
政
の
言
葉
と
し
て
「
国
に
は
国
司
に
し
た
が
ひ
、
荘
に
は
預
所
に
つ
か
は
れ
、
公
事
・
雑
事
に
か
り
た
て
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肝
）
て
、
や
す
ひ
お
も
ひ
も
候
は
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
更
に
、
安
元
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）
年
（
＝
七
七
）
六
月
二
十
二
日
付
春
日
局
消
息
に
よ
っ
て
も
、
所
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職
保
有
面
に
お
け
る
院
領
下
司
の
弱
体
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
に
、
院
領
下
司
が
そ
の
所
領
寄
進
を
行
う
際
に
一
般
的
に
は
自
己
の
手
元
に
下
司
職
を
留
保
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
職
保
有
権
は
院
領
預
所
に
よ
り
認
知
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
法
金
剛
院
領
越
前
国
河
和
田
荘
の
下
司
で
あ
っ
た
藤
原
友
実
の
場
合
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
越
前
国
に
本
拠
を
有
す
る
斉
藤
一
族
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
三
月
に
検
非
違
使
（
右
衛
門
尉
V
と
な
っ
て
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
源
平
争
乱
の
中
で
、
は
じ
め
は
平
家
、
続
い
て
木
曽
義
仲
、
そ
し
て
源
義
経
の
家
人
と
し
て
行
動
し
た
人
物
で
あ
　
’
迎
　
　
　
」
方
彼
は
下
司
の
立
場
と
し
て
は
院
領
本
家
法
金
剛
院
の
管
る
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）
領
者
仁
和
寺
宮
に
も
垂
髪
で
砥
候
し
、
仁
和
寺
内
に
家
地
ま
で
有
　
　
　
（
皿
）
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
院
領
預
所
の
認
可
・
補
任
を
受
け
ず
に
「
地
頭
下
司
」
と
称
し
て
現
地
支
配
を
行
っ
た
際
に
は
、
院
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
㎜
）
謎
責
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
従
来
、
院
領
荘
園
の
寄
進
主
体
を
「
地
方
豪
族
（
　
　
　
（
㎜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵬
）
地
方
領
主
）
」
・
「
地
方
の
加
地
子
領
主
」
・
「
開
発
領
・
王
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
在
地
領
主
で
あ
る
と
み
な
し
て
、
そ
の
荘
園
運
営
に
お
け
る
主
導
性
を
強
調
す
る
説
が
有
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
説
は
以
上
の
考
察
結
果
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
院
領
荘
園
の
場
合
に
お
い
て
は
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
八
　
結
論
　
さ
て
、
以
上
の
考
察
結
果
か
ら
、
院
政
時
代
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
院
領
荘
園
は
、
図
式
m
の
よ
う
に
院
領
下
司
と
院
領
預
所
と
の
寄
進
・
被
寄
進
関
係
を
基
礎
と
し
て
更
に
院
領
預
所
に
よ
り
院
あ
る
い
は
女
院
等
を
介
し
て
院
領
本
家
に
寄
進
さ
れ
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
院
領
下
司
が
実
質
的
な
土
地
支
配
権
を
留
保
し
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
院
領
荘
園
は
図
式
m
の
よ
う
な
支
配
機
構
を
有
す
る
も
の
の
、
院
領
預
所
・
院
領
下
司
な
ど
の
各
領
主
階
級
や
御
願
寺
社
な
ど
の
院
領
本
家
を
統
轄
し
て
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
院
の
主
導
の
下
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
機
構
上
の
院
領
預
所
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
院
の
近
臣
や
そ
の
親
近
者
・
縁
者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
御
願
寺
社
の
僧
・
俗
官
に
も
院
の
関
係
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
皇
室
内
に
お
い
て
い
わ
ば
家
長
の
地
位
に
あ
る
院
は
、
そ
の
管
領
す
る
院
領
荘
園
を
直
接
的
に
あ
る
い
は
女
院
や
仁
和
寺
宮
等
を
媒
介
と
し
て
間
接
的
に
極
め
て
強
力
に
支
配
し
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
院
は
、
院
領
荘
園
運
営
を
通
し
て
み
る
限
り
で
は
、
自
己
の
も
と
に
そ
の
運
営
上
の
諸
権
限
を
収
敏
さ
せ
、
い
わ
ば
専
制
的
な
最
高
管
領
権
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
当
時
代
の
院
の
権
力
保
持
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
院
政
26
院政時代における院領荘園支配機構とその性格
時
代
に
院
領
荘
園
が
増
大
し
た
と
い
う
事
実
は
、
従
来
一
般
的
に
説
か
れ
て
き
た
よ
う
に
、
院
が
単
に
そ
の
経
済
基
盤
を
拡
大
し
た
も
の
と
捉
え
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
の
権
力
基
盤
を
拡
大
し
た
も
の
と
捉
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
院
領
荘
園
運
営
に
お
け
る
院
の
立
場
と
は
、
い
わ
ゆ
る
本
家
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
院
領
荘
園
を
媒
介
と
し
て
御
願
寺
社
や
院
近
臣
以
下
院
領
下
司
等
ま
で
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
院
政
の
中
核
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
註
（
1
）
　
当
時
代
の
御
願
寺
に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
氏
は
六
勝
寺
の
事
例
を
あ
　
　
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
特
に
院
願
寺
と
呼
称
さ
れ
（
「
御
願
寺
成
立
の
一
考
　
　
察
」
、
「
歴
史
学
研
究
』
第
四
巻
第
三
号
所
収
、
昭
和
十
年
）
、
高
取
正
男
氏
　
　
は
、
皇
室
を
壇
越
と
す
る
皇
室
の
私
寺
で
、
そ
の
限
り
で
は
僧
綱
な
ど
に
　
　
よ
る
国
家
統
制
を
受
け
る
義
務
は
な
い
も
の
と
さ
れ
（
「
定
額
寺
と
御
願
　
　
寺
」
、
学
芸
書
林
刊
「
京
都
の
歴
史
1
』
所
収
、
昭
和
四
十
五
年
）
、
ま
た
　
　
村
井
康
彦
氏
も
『
愚
管
抄
』
に
法
勝
寺
を
指
し
て
「
国
王
の
氏
寺
」
と
記
　
　
し
て
い
る
見
解
を
を
支
持
し
て
お
ら
れ
る
（
「
六
勝
寺
と
鳥
羽
殿
」
、
学
芸
　
　
書
林
刊
『
京
都
の
歴
史
2
』
所
収
、
昭
和
四
十
六
年
）
。
こ
れ
ら
の
諸
説
に
　
　
対
し
て
平
岡
定
海
氏
は
、
そ
も
そ
も
六
勝
寺
と
は
総
て
天
皇
あ
る
い
は
国
　
　
母
の
（
新
）
御
願
寺
と
し
て
成
立
し
て
い
る
点
を
指
摘
さ
れ
、
竹
内
氏
の
　
　
提
唱
さ
れ
た
院
願
寺
の
概
念
を
否
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
氏
は
六
勝
寺
を
皇
　
　
室
の
い
わ
ば
私
的
な
氏
寺
と
み
な
す
高
取
氏
や
村
井
氏
の
説
を
も
批
判
さ
　
　
れ
、
院
の
私
寺
は
安
楽
寿
院
や
蓮
華
王
院
・
法
金
剛
院
等
に
お
い
て
考
え
　
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
六
勝
寺
は
正
し
い
意
味
の
御
願
寺
と
し
て
四
円
寺
　
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
「
六
勝
寺
成
立
　
の
意
義
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
一
第
二
十
八
巻
第
二
号
所
収
、
昭
和
五
　
十
五
年
）
。
と
こ
ろ
で
、
御
願
寺
と
い
う
用
語
の
使
用
例
を
当
時
代
の
主
に
　
記
録
類
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、
か
な
り
多
様
で
あ
り
か
つ
て
の
官
寺
で
さ
　
え
御
願
寺
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
（
「
水
左
記
一
承
暦
四
年
十
　
月
九
日
条
・
『
玉
葉
一
承
安
三
年
十
一
月
十
二
日
条
等
参
照
）
。
そ
し
て
、
　
例
え
ば
平
岡
氏
が
院
の
私
寺
と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
　
　
た
法
金
剛
院
に
し
て
も
当
時
に
お
い
て
は
御
願
寺
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
の
　
　
で
（
『
中
右
記
』
大
治
五
年
二
月
二
十
九
日
条
参
照
）
、
本
稿
で
は
平
岡
氏
　
　
の
説
に
も
従
わ
な
い
こ
と
に
し
て
、
た
だ
当
時
代
の
御
願
寺
と
は
「
公
家
　
　
御
願
」
・
「
聖
王
之
御
願
」
な
ど
と
し
ば
し
ば
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
め
　
　
て
公
的
な
面
を
強
く
意
識
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
指
摘
す
る
　
　
に
止
め
て
お
く
。
同
様
な
こ
と
は
、
御
願
の
神
社
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
（
2
）
　
例
え
ば
、
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
九
月
二
十
九
日
付
太
政
官
牒
案
（
安
　
　
楽
寿
院
古
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
三
〇
二
九
号
）
に
引
用
さ
れ
て
い
　
　
る
美
福
門
院
奏
状
に
は
、
「
就
レ
中
院
宮
建
立
堂
塔
者
、
新
寄
二
公
領
一
、
更
　
　
宛
二
仏
事
一
、
申
二
賜
不
輸
之
官
符
一
、
嶽
非
二
承
前
之
恒
規
一
哉
、
至
二
干
　
　
当
御
塔
一
者
、
且
為
レ
恐
二
朝
憲
之
新
制
一
、
且
為
レ
顧
二
国
用
之
少
減
一
、
　
　
以
二
不
輸
之
旧
領
一
、
施
二
莫
大
之
御
願
一
、
信
表
二
潔
白
一
、
事
渉
二
倹
約
　
　
こ
と
み
え
、
本
来
は
院
や
女
院
な
ど
の
建
立
し
た
堂
塔
の
経
費
は
朝
廷
か
　
　
ら
支
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
場
合
の
安
楽
寿
院
内
　
　
の
新
御
塔
領
は
「
不
輸
之
旧
領
」
を
も
っ
て
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
　
　
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
中
右
記
」
康
和
四
年
（
＝
〇
二
）
十
月
二
十
三
　
　
日
条
、
に
は
、
「
早
旦
参
二
入
院
｝
、
頃
而
召
二
御
前
一
、
申
二
昨
日
仰
旨
一
、
　
　
一
々
承
了
者
、
但
新
御
願
寺
荘
目
録
令
レ
留
給
也
、
御
返
事
云
、
先
付
二
御
　
　
封
一
、
被
レ
作
二
相
折
一
之
後
、
御
寺
不
足
物
注
出
之
後
、
可
レ
被
レ
立
二
御
　
　
荘
一
也
、
不
レ
可
レ
依
二
貢
進
人
一
者
」
と
み
え
、
新
御
願
寺
領
の
荘
園
を
　
　
設
定
す
る
に
は
、
ま
ず
朝
廷
か
ら
封
戸
を
提
供
し
て
も
、
な
お
寺
用
の
経
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費
が
不
足
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
白
河
院
の
方
針
が
明
示
さ
れ
　
　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
二
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
御
願
の
　
　
堂
塔
や
御
願
寺
の
荘
園
設
定
は
、
本
来
は
ま
ず
朝
廷
か
ら
そ
の
必
要
経
費
　
　
を
賄
う
た
め
の
支
出
が
な
さ
れ
、
な
お
そ
れ
で
も
必
要
経
費
が
不
足
し
た
　
　
場
合
、
あ
る
い
は
初
め
か
ら
院
や
女
院
の
仲
介
で
「
不
輸
の
旧
領
」
が
あ
　
　
て
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
　
　
そ
れ
ら
の
い
わ
ば
寄
進
に
よ
り
成
立
す
る
荘
園
の
設
定
と
は
、
あ
く
ま
で
、
　
　
「
国
用
の
少
減
」
の
た
め
で
あ
り
、
「
倹
約
」
の
た
め
で
あ
り
、
「
貢
進
人
」
　
　
の
要
望
に
全
面
的
に
答
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
　
　
お
そ
ら
く
御
願
の
堂
塔
や
御
願
寺
が
そ
も
そ
も
公
的
な
も
の
で
あ
る
と
強
　
　
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
　
　
御
願
の
神
社
の
場
合
に
も
い
え
よ
う
。
（
3
）
　
当
時
代
の
い
わ
ば
院
家
建
築
に
つ
い
て
は
、
杉
山
信
三
氏
著
『
院
の
御
　
　
所
と
御
堂
一
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
十
一
冊
、
昭
和
三
十
七
年
）
　
　
参
照
。
（
4
）
　
女
院
及
び
女
院
制
に
つ
い
て
論
じ
た
具
体
的
な
研
究
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
　
　
れ
な
い
の
で
明
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、
院
領
荘
園
の
概
念
に
含
ま
れ
る
　
　
も
の
は
、
待
賢
門
院
や
美
福
門
院
の
よ
う
な
院
の
寵
姫
で
あ
る
上
・
中
級
　
　
貴
族
層
出
身
者
や
皇
族
出
身
者
の
所
有
す
る
荘
園
に
限
ら
れ
る
も
の
と
み
　
　
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
皇
族
出
身
者
と
上
・
中
級
貴
族
層
出
身
者
　
　
の
女
院
を
皇
室
系
女
院
と
仮
称
し
て
お
く
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
金
　
　
子
和
夫
氏
の
提
起
さ
れ
た
女
院
の
分
類
、
す
な
わ
ち
皇
室
系
女
院
・
摂
関
　
　
家
系
女
院
．
権
臣
家
系
女
院
と
い
う
三
分
類
に
は
従
っ
て
い
な
い
（
「
女
院
　
　
司
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
、
『
荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』
所
収
、
昭
和
五
十
　
　
五
年
）
。
（
5
）
　
例
え
ば
、
高
陽
院
領
の
場
合
に
お
い
て
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
　
　
き
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
義
江
彰
夫
氏
「
摂
関
家
領
相
続
の
研
　
　
究
序
説
」
（
「
史
学
雑
誌
』
第
七
十
六
編
第
四
号
所
収
、
昭
和
四
十
二
年
）
　
　
参
照
。
　
（
6
）
皇
族
領
と
は
い
う
も
の
の
、
例
え
ば
後
朱
雀
天
皇
の
第
三
皇
女
高
倉
宮
祐
　
　
　
子
内
親
王
家
領
の
場
合
は
、
彼
女
が
藤
原
頼
通
の
養
女
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
　
　
　
彼
女
の
所
領
が
頼
通
か
ら
そ
の
北
政
所
（
隆
姫
女
王
）
を
介
し
て
彼
女
に
　
　
　
伝
領
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
没
後
は
そ
の
所
領
の
全
て
　
　
　
は
頼
通
の
曽
孫
で
あ
る
忠
実
が
伝
領
し
て
い
る
（
「
中
右
記
」
長
治
二
年
十
　
　
　
一
月
八
日
・
嘉
承
元
年
十
二
月
四
日
条
等
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
皇
族
領
荘
　
　
　
園
は
、
院
領
荘
園
の
範
疇
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
な
お
、
　
　
　
こ
こ
で
皇
族
と
呼
称
す
る
の
は
、
大
宝
・
養
老
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
皇
　
　
　
親
を
指
す
が
、
当
時
代
に
お
い
て
は
賜
姓
降
下
制
や
法
親
王
制
の
隆
盛
に
　
　
　
よ
軌
、
前
代
に
比
べ
て
皇
族
の
数
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
　
　
　
に
つ
い
て
は
、
竹
島
寛
氏
著
『
王
朝
時
代
皇
室
史
の
研
究
』
（
昭
和
十
一
年
）
　
　
　
参
照
。
ま
た
、
当
時
代
に
お
け
る
家
領
伝
領
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
中
村
　
　
　
直
勝
氏
「
家
領
伝
領
の
特
色
」
（
同
氏
著
『
荘
園
の
研
究
」
所
収
、
昭
和
十
　
　
　
四
年
）
参
照
。
　
（
7
）
　
例
、
託
ば
、
八
条
院
に
伝
領
さ
れ
た
美
福
門
院
領
の
場
A
口
や
上
西
門
院
に
　
　
　
伝
領
さ
れ
た
待
賢
門
院
領
の
場
合
な
ど
が
あ
る
（
『
御
料
地
史
稿
』
参
　
　
　
照
）
。
　
（
8
）
　
『
百
練
抄
』
永
治
元
年
八
月
四
日
条
参
照
。
　
（
9
）
　
「
玉
葉
』
建
久
四
年
正
月
十
四
日
条
。
、
　
（
1
0
）
　
本
稿
で
使
用
し
て
い
る
寄
進
型
荘
園
の
用
語
は
、
安
田
元
久
氏
が
提
唱
　
　
　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
私
は
異
論
を
　
　
　
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
な
お
、
こ
の
用
語
の
詳
細
　
　
　
に
つ
い
て
は
、
同
氏
著
「
日
本
荘
園
史
概
説
』
（
昭
和
三
十
二
年
）
六
十
一
　
　
　
ー
七
十
頁
及
び
同
氏
「
い
わ
ゆ
る
『
寄
進
型
荘
園
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
　
　
　
歴
史
』
第
三
〇
五
号
所
収
、
昭
和
四
十
八
年
）
参
照
。
．
（
1
1
）
　
安
田
元
久
氏
編
『
荘
園
」
（
日
本
史
小
百
科
、
昭
和
五
十
二
年
）
六
十
四
　
　
　
頁
所
載
。
　
（
1
2
）
　
永
原
慶
二
氏
著
『
荘
園
』
（
若
い
世
代
と
語
る
日
本
の
歴
史
1
2
、
昭
和
五
　
　
　
十
年
）
↓
〇
三
頁
所
載
。
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院政時代における院領荘園支配機構とその性格
（
1
3
）
　
「
東
寺
百
合
文
書
」
そ
、
「
平
安
遺
文
一
第
七
巻
三
三
二
二
号
。
（
1
4
）
　
「
白
河
本
東
寺
百
合
文
書
」
】
〇
七
、
『
平
安
遺
文
』
第
七
巻
三
七
四
八
　
　
号
。
（
1
5
）
　
僧
綱
申
文
紙
背
文
書
、
「
平
安
遺
文
b
第
十
巻
五
〇
六
四
号
。
（
1
6
）
　
「
東
寺
百
合
文
書
」
し
、
九
州
荘
園
史
料
叢
書
『
肥
後
国
鹿
子
木
荘
史
　
　
料
」
三
十
四
号
。
（
1
7
）
　
「
教
王
護
国
寺
文
書
』
巻
一
、
六
十
一
号
。
（
1
8
）
　
石
井
進
氏
は
、
治
承
四
年
三
月
日
付
比
丘
尼
清
浄
解
に
み
え
る
「
預
所
　
職
」
に
つ
い
て
、
こ
の
「
預
所
職
」
と
、
根
本
領
主
の
系
統
を
ひ
く
「
地
　
頭
預
所
職
」
と
は
別
な
も
の
で
、
い
わ
ば
領
家
職
の
権
限
を
分
与
さ
れ
た
　
内
容
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
〔
「
『
鹿
子
木
荘
事
書
』
の
成
立
を
め
　
　
ぐ
っ
て
」
四
十
七
頁
、
「
史
学
雑
誌
一
第
七
十
九
編
第
七
号
所
収
、
昭
和
四
　
　
十
五
年
）
。
し
か
し
、
「
領
家
職
の
権
限
を
分
与
さ
れ
た
内
容
の
も
の
」
と
　
　
い
う
表
現
は
、
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
も
し
氏
の
見
　
　
解
に
従
え
ば
、
同
史
料
に
み
え
る
「
親
父
願
西
（
隆
通
〉
」
が
「
大
納
言
局
」
　
　
に
与
え
た
「
譲
状
」
を
悔
返
し
た
と
い
う
部
分
の
理
解
が
困
難
と
な
る
し
、
　
　
第
二
に
は
、
鹿
子
木
荘
領
家
相
伝
次
第
も
理
解
困
難
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
（
1
9
）
　
建
久
八
年
関
六
月
日
付
肥
後
国
図
田
帳
写
（
相
良
家
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
　
　
第
二
巻
九
二
九
号
）
参
照
。
（
2
0
）
　
註
1
5
に
同
じ
。
（
2
1
）
　
註
1
6
に
同
じ
。
（
2
2
）
　
平
岡
定
海
氏
著
『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
（
昭
和
五
十
六
年
）
参
照
。
ま
　
　
た
、
伊
藤
清
郎
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
代
の
僧
綱
所
が
仁
和
寺
　
　
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
　
　
る
（
「
中
世
僧
綱
制
の
研
究
」
、
東
北
史
学
会
編
「
歴
史
」
第
五
十
三
輯
所
　
　
収
、
昭
和
五
十
四
年
）
。
（
2
3
）
　
和
田
英
松
氏
著
『
修
訂
官
職
要
解
』
（
大
正
十
五
年
）
一
六
二
頁
参
照
。
（
2
4
V
　
西
岡
虎
之
助
氏
著
「
荘
園
史
の
研
究
」
下
巻
一
（
昭
和
三
十
｝
年
）
七
　
　
〇
三
頁
参
照
。
（
2
5
）
　
石
井
良
助
氏
著
「
日
本
法
制
史
概
説
」
（
昭
和
二
十
三
年
）
二
〇
四
頁
参
　
　
照
。
（
2
6
）
安
田
元
久
氏
前
掲
書
『
日
本
荘
園
史
概
説
」
六
十
五
～
六
十
六
頁
参
照
。
（
2
7
）
　
西
岡
氏
前
掲
書
七
〇
三
・
七
三
五
頁
参
照
。
（
2
8
＞
　
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
四
月
六
日
条
所
収
。
な
お
、
「
久
我
文
書
」
に
も
　
　
案
文
が
あ
る
（
「
平
安
遺
文
一
第
八
巻
四
一
五
一
・
四
一
五
二
号
）
。
（
2
9
）
安
田
元
久
氏
「
平
家
没
官
領
に
つ
い
て
」
（
同
氏
編
『
初
期
封
建
制
の
研
　
　
究
』
所
収
、
昭
和
三
十
九
年
、
の
ち
同
氏
著
『
日
本
初
期
封
建
制
の
基
礎
　
　
研
究
』
所
収
）
参
照
。
（
3
0
＞
　
上
横
手
雅
敬
氏
は
、
四
月
五
日
付
所
載
の
所
領
の
全
て
は
院
進
止
御
領
　
　
で
あ
る
と
さ
れ
（
同
氏
著
『
日
本
中
世
政
治
史
研
究
」
．
第
二
章
第
四
節
参
　
　
照
、
昭
和
四
十
五
年
）
、
石
井
進
氏
は
そ
れ
に
対
し
て
疑
問
を
提
出
さ
れ
て
　
　
い
る
が
（
「
平
家
没
官
領
ど
鎌
倉
幕
府
」
、
『
論
集
中
世
の
窓
』
所
収
、
昭
和
　
　
五
十
二
年
）
、
い
ず
れ
に
せ
よ
半
数
以
上
は
院
領
荘
園
で
あ
る
。
（
3
1
）
　
田
村
憲
美
氏
「
池
大
納
言
家
領
と
寿
永
三
年
四
月
頼
朝
安
堵
状
」
（
『
民
　
　
衆
史
研
究
会
・
会
報
』
第
十
五
号
所
収
、
昭
和
五
十
四
年
）
参
照
。
（
3
2
）
永
原
慶
二
氏
「
荘
園
制
の
歴
史
的
位
置
」
（
同
氏
著
「
日
本
封
建
制
成
立
　
　
過
程
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
三
十
六
年
）
参
照
。
（
3
3
）
　
『
朝
野
群
載
』
巻
四
ー
朝
儀
上
に
所
収
。
（
3
4
V
　
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
七
月
十
一
日
付
伊
勢
太
神
宮
神
主
牒
（
吉
田
　
　
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
一
二
一
二
号
）
参
照
。
（
3
5
）
　
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
八
月
二
十
一
日
付
丹
波
国
司
庁
宣
〔
「
東
寺
百
　
　
合
文
書
」
こ
、
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
一
五
二
四
号
V
参
照
。
（
3
6
V
　
安
楽
寿
院
古
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
八
三
四
号
。
（
3
7
）
　
「
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
書
」
十
八
、
「
平
安
遺
文
」
第
八
巻
三
八
九
四
　
　
号
。
（
3
8
）
　
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
十
一
月
十
七
日
付
伊
勢
国
須
可
荘
下
司
為
兼
　
　
息
兼
真
解
（
陽
明
文
庫
所
蔵
兵
範
記
仁
安
二
年
冬
巻
裏
文
書
、
『
平
安
遺
　
　
文
』
第
六
巻
三
〇
三
七
号
）
参
照
。
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（
3
9
）
　
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
二
十
五
日
付
源
某
下
文
（
水
野
正
彦
　
　
氏
所
蔵
文
書
、
『
平
安
遺
文
」
第
八
巻
三
九
四
五
号
）
参
照
。
（
4
0
）
　
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
八
月
日
付
美
濃
国
大
井
荘
預
所
下
文
（
「
東
南
　
　
院
文
書
」
一
－
十
、
『
平
安
遺
文
」
第
八
巻
四
一
〇
四
号
）
参
照
。
（
4
1
）
　
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
八
月
十
七
日
付
源
頼
朝
下
文
（
島
津
文
書
、
　
　
『
平
安
遺
文
」
第
八
巻
四
二
七
二
号
）
参
照
。
（
4
2
）
　
天
永
二
年
（
＝
一
一
）
二
月
一
日
付
紀
伊
国
隅
田
荘
公
文
職
補
任
状
　
　
（
葛
原
文
書
、
「
平
安
遺
文
一
第
四
巻
一
七
四
一
号
）
参
照
。
（
4
3
）
　
大
饗
亮
氏
「
本
所
考
」
（
牧
健
二
博
士
米
寿
記
念
『
日
本
法
制
史
論
集
』
　
　
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
）
参
照
。
（
4
4
V
新
熊
野
神
社
文
書
、
「
鎌
倉
遺
文
一
第
二
巻
五
七
九
号
。
（
4
5
）
　
高
山
寺
文
書
、
『
高
山
寺
古
文
書
』
第
四
部
七
号
（
4
6
）
　
妙
法
院
文
書
、
『
妙
法
院
史
料
』
第
五
巻
古
文
書
五
十
↓
号
。
（
4
7
）
　
「
伏
見
宮
記
録
」
元
二
十
五
、
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
巻
五
八
〇
号
。
（
4
8
）
　
安
楽
寿
院
古
文
書
、
「
平
安
遺
文
一
第
八
巻
三
八
七
五
号
。
（
4
9
）
　
同
右
、
「
平
安
遺
文
』
第
八
巻
三
八
七
五
号
。
（
5
0
）
　
橘
神
社
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
第
五
巻
三
三
八
五
号
。
（
5
1
）
　
安
楽
寿
院
古
文
書
、
「
平
安
遺
文
一
第
七
巻
三
七
七
五
号
。
（
5
2
）
　
熊
野
夫
須
美
神
社
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
七
巻
三
五
九
三
号
。
（
5
3
）
飯
田
悠
紀
子
氏
作
成
「
知
行
国
主
・
国
司
一
覧
」
（
『
中
世
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
　
　
ク
』
所
収
）
但
馬
国
の
項
参
照
。
（
5
4
）
　
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
上
巻
三
五
一
号
。
『
平
安
　
　
遺
文
』
第
十
巻
五
〇
〇
三
号
。
（
5
5
V
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
四
月
十
五
日
付
後
白
河
院
院
宣
写
（
天
理
図
　
　
書
館
所
蔵
吉
田
宮
文
書
、
『
平
安
遺
文
」
第
十
巻
補
一
四
六
号
）
及
び
『
吉
（
5
6
）
　
平
岡
定
海
氏
前
掲
書
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
』
同
日
条
参
照
。
（
5
7
）
　
平
岡
氏
前
掲
書
及
び
安
達
直
哉
氏
前
掲
論
文
参
照
。
（
5
8
）
　
「
根
来
要
書
」
下
、
「
平
安
遺
文
」
第
五
巻
二
四
一
二
号
。
（
5
9
）
　
「
根
来
要
書
」
上
、
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
第
二
編
六
七
三
ー
四
　
　
頁
所
収
。
（
6
0
）
　
「
根
来
要
書
」
下
、
「
平
安
遺
文
』
第
八
巻
三
八
三
七
号
。
（
6
1
）
　
金
剛
寺
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
第
一
巻
五
三
七
号
。
（
6
2
）
　
同
右
、
『
鎌
倉
遺
文
』
第
一
巻
五
三
八
号
。
（
6
3
）
　
同
右
、
「
鎌
倉
遺
文
一
第
五
巻
二
七
六
三
号
。
（
6
4
）
　
永
原
氏
前
掲
「
荘
園
制
の
歴
史
的
位
置
」
参
照
。
（
6
5
）
　
「
東
寺
百
合
文
書
」
サ
、
『
平
安
遺
文
』
第
八
巻
三
八
三
六
号
。
（
6
6
）
　
「
島
田
文
書
」
二
、
『
日
本
塩
業
体
系
」
史
料
編
古
代
・
中
世
e
所
収
「
伊
　
　
与
国
弓
削
島
荘
関
係
史
料
」
十
八
号
。
（
6
7
）
　
註
6
0
に
同
じ
。
（
6
8
）
橘
神
社
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
巻
七
五
五
号
。
（
6
9
）
高
階
宗
泰
は
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
に
越
前
国
織
田
荘
を
寄
進
し
　
　
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
表
1
の
4
0
参
照
）
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
二
　
　
月
日
付
後
鳥
羽
院
庁
下
文
（
熊
野
速
玉
神
社
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
第
四
巻
　
　
一
九
一
九
号
）
に
「
前
越
前
守
高
階
朝
臣
（
花
押
ご
と
み
え
る
署
名
が
彼
　
　
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
彼
は
後
鳥
羽
院
庁
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
　
　
る
。
（
7
0
）
　
『
玉
葉
」
養
和
元
年
（
一
一
八
二
）
六
月
五
日
条
参
照
。
（
7
1
）
　
『
兵
範
記
』
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
十
七
日
条
参
照
。
（
7
2
）
橋
本
義
彦
氏
「
院
政
政
権
の
一
考
察
」
（
同
氏
著
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
　
　
究
一
所
収
、
昭
和
五
十
一
年
）
（
7
3
）
　
報
恩
院
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
七
巻
三
〇
五
二
号
。
（
7
4
）
　
同
右
、
『
平
安
遺
文
』
第
七
巻
三
＝
一
〇
号
。
（
7
5
）
　
吉
田
れ
ん
氏
所
蔵
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
五
五
八
号
。
（
7
6
）
　
仁
和
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
十
巻
五
〇
八
八
号
。
（
7
7
）
　
『
明
月
記
』
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
八
月
二
日
条
等
参
照
。
（
7
8
＞
　
詳
細
は
、
村
山
修
一
氏
著
『
藤
原
定
家
』
（
昭
和
三
十
七
年
）
一
九
七
～
二
　
　
〇
八
頁
参
照
。
（
7
9
）
　
『
明
月
記
』
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
九
月
二
十
四
日
条
参
照
。
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院政時代における院領荘園支配機構とその性格
（
8
0
）
　
註
7
8
に
同
じ
。
及
び
『
明
月
記
』
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
十
　
　
二
日
条
等
参
照
。
（
8
1
）
　
『
明
月
記
」
建
永
元
年
（
＝
一
〇
六
）
五
月
十
一
日
・
二
十
一
日
．
二
　
　
十
五
日
・
同
年
八
月
二
十
九
日
・
同
年
九
月
五
日
・
十
六
日
・
十
七
日
．
　
　
同
年
十
一
月
五
日
・
六
日
・
十
八
日
条
等
参
照
。
（
8
2
）
　
『
明
月
記
』
正
治
元
年
（
＝
九
九
）
八
月
十
日
条
参
照
。
（
8
3
）
　
「
東
寺
百
合
文
書
」
こ
、
「
平
安
遺
文
』
第
八
巻
三
八
八
五
号
。
（
8
4
）
　
『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
八
月
二
十
七
日
条
参
照
。
（
8
5
）
　
『
後
鳥
羽
院
震
記
一
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
四
月
三
日
条
参
照
。
（
8
6
）
　
安
田
元
久
氏
著
「
地
頭
及
び
地
頭
領
主
制
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
六
年
）
　
　
第
一
章
第
三
節
「
下
司
と
地
頭
」
及
び
同
氏
前
掲
「
い
わ
ゆ
る
『
寄
進
型
　
　
荘
園
」
に
つ
い
て
」
等
参
照
。
（
8
7
）
五
味
文
彦
氏
「
守
護
地
頭
制
の
展
開
と
武
士
団
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
　
　
史
』
中
世
一
所
収
、
昭
和
五
十
年
）
の
「
在
地
領
主
の
二
類
型
」
の
項
参
　
　
照
。
（
8
8
）
　
「
根
来
要
書
」
下
、
『
平
安
遺
文
一
第
十
巻
補
二
〇
五
号
。
（
8
9
）
　
峰
岸
純
夫
氏
「
東
国
武
士
の
基
盤
－
上
野
国
新
田
荘
1
」
（
稲
垣
泰
　
　
彦
氏
編
『
荘
園
の
世
界
』
第
二
刷
所
収
、
昭
和
五
十
年
）
参
照
。
（
9
0
）
　
註
1
3
に
同
じ
。
（
9
1
）
　
浅
野
忠
允
氏
所
蔵
厳
島
神
社
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
二
四
一
〇
　
　
号
。
　
　
　
厳
島
神
社
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
七
巻
三
六
六
二
号
。
98
）
97　96　95　94　93　92
　
高
山
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
八
巻
四
一
六
六
号
。
　
「
根
来
要
書
」
上
、
「
鎌
倉
遺
文
」
第
二
巻
六
八
七
号
。
　
註
9
3
の
文
書
参
照
。
　
註
9
4
の
文
書
参
照
。
　
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
巻
第
四
の
二
八
〇
ー
一
頁
参
照
。
　
「
高
野
山
文
書
宝
簡
集
」
二
十
三
、
『
平
安
遺
文
』
第
七
巻
三
七
九
七
号
。
（
9
9
）
　
『
尊
卑
分
脈
』
第
二
編
三
四
一
頁
・
『
兵
範
記
一
仁
安
三
年
三
月
二
十
三
　
　
日
条
・
『
玉
葉
』
治
承
三
年
十
一
月
十
九
日
条
・
『
吾
妻
鏡
一
文
治
元
年
十
　
　
一
月
二
日
条
等
参
照
。
（
㎜
）
　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
一
月
二
日
条
参
照
。
（
皿
）
　
「
吾
妻
鏡
一
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
七
月
二
十
七
日
条
参
照
。
（
2
0
1
）
　
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
九
月
二
十
七
日
付
後
白
河
院
庁
下
文
案
（
仁
　
　
和
寺
文
書
、
『
平
安
遺
文
』
第
八
巻
四
一
〇
七
号
）
参
照
。
（
3
0
1
）
八
代
国
治
氏
「
皇
室
御
領
と
気
比
神
宮
」
（
同
氏
著
『
国
史
叢
説
』
所
　
　
収
、
大
正
十
四
年
）
一
五
一
頁
・
石
母
田
正
氏
著
『
古
代
末
期
政
治
史
序
　
　
説
』
（
昭
和
三
十
一
年
）
三
六
一
頁
等
参
照
。
（
悩
）
　
竹
内
理
三
氏
「
藤
原
政
権
と
荘
園
」
（
同
氏
著
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
　
　
H
所
収
、
昭
和
三
十
三
年
）
三
九
一
頁
参
照
。
（
鵬
）
永
原
慶
二
氏
前
掲
「
荘
園
制
の
歴
史
的
位
置
」
参
照
。
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